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農協だよ’ノ（2１昭和62年４月１０日

加工原辨L保証価格82円75銭

三
一
一

昭
和
六
十
二
年
度筐
一
一

エ

保証価格引き下げ2年連続
昭
和
六
十
二
年
度
の
加
工
原
料
価
格
が
一
キ
ロ

八
十
二
円
ｂ
十
五
銭
（
脂
肪
率
一
一
一
・
五
％
）
と
決

ま
っ
た
。
当
初
〃
八
十
円
攻
防
“
が
さ
さ
や
か
れ

た
中
て
、
激
変
緩
和
措
置
（
｜
キ
ロ
三
川
十
五
銭

上
積
み
）
が
誠
じ
ら
れ
た
こ
と
へ
の
評
価
も
あ
る

が
、
結
果
的
に
大
幅
引
き
下
げ
と
な
っ
た
。
六
十

二
年
度
の
補
給
金
付
き
の
加
工
乳
実
質
乳
価
（
脂

讓
讓
蕊

《F、

： 

肪
率
三
・
五
％
）
は
、
』
ハ
十
一
年

度
の
九
十
二
円
十
一
銭
（
現
行
八

－
七
円
五
－
七
銭
十
・
三
％
分
の

脂
肪
ス
ラ
イ
ド
三
円
十
良
質
乳
奨

励
金
一
円
五
十
四
銭
）
に
比
べ
九

円
三
十
レ
ハ
銭
（
約
一
○
％
）
の
Ⅵ

き
下
げ
と
な
る
。
国
際
競
争
力
、

識三

消
費
者
理
解
、
牛
乳
、
乳
製
品
の

構
造
的
過
剰
な
ど
時
代
の
要
請
も

あ
る
が
、
ま
さ
に
六
十
二
年
は
酪

農
に
と
っ
て
鮠
大
の
試
練
の
年
で

あ
る
。

昭
和
六
十
二
年
度
畜
産
物
価
格
関

連
対
策
の
内
酪
農
関
連
対
策
の
み

昭和62年度畜産物政策価格(キ口当たり） 襄
藝三菱三＝ 

６１年度政府62炉度政府鈩円 増jiilI
決定,価`賂 決定llH格

△４円82銭保証ＩＮｉ終 821J｣75銭 871｣157銭加
工
原
料
乳

基準取引価;格 67円67銭 6911]54銭 △111｣87銭

乳脂率 ３２％ ０３％ 3.5％ 

210万Ｆトン 23077トン △２０ﾉｰiトン限度数量

,補給金単Ⅲｉ '５１｣｣08銭’1811｣03銭 △２，９５銭

豚｜安定上位価格
｜中心価格

肉｜安定基準IIIi格

760円｜△［]５円6451'‐ 掲
救
い
た
し
ま
す
。

二
、
酪
農
関
連
対
策
（
約
Ｌ
十
Ⅲ

億
円
）

Ｈ
商
品
質
原
料
乳
生
産
供
給
対
策

（
約
１
１
億
円
）
新
規

口
牛
乳
、
乳
製
品
消
費
拡
大
対
策

（
約
’
六
億
円
）
前
年
十
五
億
円

㈹
牛
乳
及
び
乳
製
品
需
給
調
整
対

策
（
約
十
七
億
円
）
前
年
Ｉ
七
億
，

㈹
乳
肉
複
合
経
営
等
推
進
対
策
、

（
約
七
億
円
）
前
年
二
－
三
億
円

650円７１銭|△100円2C銭550円45銭

45511- 540円ｌ△8511］

安宗HFfIⅦ,格 1.7801ｺ： 1.820円ｌ△４０円上和

牛

牛
肉
（
中
物
）

1.608円25銭|△３２円99銭中心ＩＩＢ格 1.575円26銭

勢疾 安定基準価緒 Ｌ370円 1,40011]|△３０匹

で位価格 L4201型

去
勢
牛
肉

そ
の
他
の

姿定 Ｌ325F］ △９５円

｢|Ｔ心,価格 Ｌ174円65銭 1.255円34銭 △８０円69銭

安定基準価橘 Ｌ020円 |、０９０１匹 △701エ
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ﾐミニブ

62作度政府
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61年度政府
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加累原料乳
保証Ｉｎｉ格

基準取引価;格

乳脂率
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821J｣75銭

671Jj67銭

3.5％ 

210万トン

'51｣二108銭

8711j57銭

69}』54銭

3.2％ 

230万!､ソ

１８;:｣03銭
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△１１１｣87銭

0.3鬼

△２０ﾉｺﾞ!、ン

△２了』95銭

豚肉
安定上位･価格

:i］心･価絡
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760円
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昭和61年度
o〉 昭和61年度出荷乳量実績表

(614.1～62.3.31） 

中標津町農業協同組合

生
乳
計
画
生
産
、
計
画
達
成
〃

（
生
乳
出
荷
分
九
十
九
。
七
％
全
乳
哺
育
分
九
十
六
・
五
％

昭
Ⅲ
六
１
－
年
度
の
生
乳
計
両
堆
産
は
、
全
道
生
乳

受
託
販
売
委
員
会
道
農
協
雛
対
本
部
員
会
合
同
会
議

で
地
区
別
計
耐
生
産
目
標
が
設
定
さ
れ
、
管
内
の
共
販

委
員
全
て
農
協
ニ
レ
｜
に
、
農
協
に
お
い
て
は
生
産
者
ご

Ｌ }１１荷乳＋耐
前ｲ'二比圀

6０イド 師６１ 

4.518.100.0ｋ〔 5.〔)90,083.3ｋｇ４１ 
1１２７ 

５月 5,211780.Ｃ 5.658.333〔 103〔

６月 5,967,650.Ｃ 6,104.848.7 102円

７Ｆ 6,244,460.0 6.176.869.5 9８９ 

８」三 6．］60.560.Ｃ 6,096,705.［ 9９０ 
伊罰

９膿 5,692,1947 9８７ 

累計 34,819,035.1 1０２７ 

IＯＦ 5,601.570.Ｃ 5,517,240.1 9８５ と
め
出
荷
、
標
を
設
定
し
推
進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
細
く
川

員
の
皆
様
に
は
州
荷
調
整
に
苦
慮
さ
れ
た
鋼
と
存
じ
ま
す
。
計

画
生
産
鐘
に
つ
い
て
は
別
表
の
通
り
割
り
判
て
さ
れ
た
数
量
を

組
合
員
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
計
画
達
成
し
ま
し
た
。

1１伝 4,977,910.Ｃ 4,785.811.7 9６１ 

1２Ⅱ 4,867.058.2 4’８２２，５９０７ ９９］ 

累計 49.356.658.2 49.944677.6 1０１１ 

１』 4.811726.7 4,697,356.Ｇ 97.6 

２促 4262.620.Ｃ 4,096,96２Ｓ 9６１ 

上旬 1522.578.4 ]，４２１，８６０．２ 93.4 

Ｆ
ゴ
５

中旬 1,534,929.5 1,401659.8 ９１－円

Ⅱ 

Ｆｆｊｌ Ｌ754,250.ｅ 戸寓
11430.742.5 ８１（ 

月計 4,811758.2 4,254.262.2 8８４ 

総合計63,242,7631 62,993.259.7 99F 

積
は
約
一
二
Ｏ
ヘ
ク
タ
ー

作
り
の
作
業
を
始
め
ま
し

六
㎡
ｎ
冊
二
へ
ク
タ
ー

Ⅲ
を
め
と
に
育
苗
ポ
，
し

た
Ⅱ
写
盲
弄
Ⅱ

｜
｜
台
で
、
一
口
、
皿
○
へ
‐
』

に
Ⅱ
渡
さ
れ
る
予
定
で
す
．

に
当
る
育
苗
ポ
叩
ト
ル
ヘ

ル
当
り
六
○
冊
）
が
川
Ⅱ

ル
で
｝
｜
の
う
ち
几
－
－
二
％

ン
卜
は
三
川
卜
几
Ｈ
よ
り

上

一
Ｈ
頃
ま
で
に
〃
介
耕
作
者

今
年
の
て
ん
菜
作
付
面

農
協
て
ん
菜
育
苗
プ
ラ

ｒ、

生）
,乳｜
出

|夏
十’

1｜ 
|圭，
|%’ 

1.1汎fｆ」=Ｌ乳ｎｉＬｌＩＵ,.』

6０イ『； 岬f'二ＬノＩ

l狗ｲ|そ比圀

`１）」 4,518,：00.0 
k§ 

5,〔)90,0833
i(ロ

1２２７ 

）』 5，２１１１７８０． 5,658,333 208 

ｊ１ 5,967,650 6,104,848. 202 

ﾉヨ 6]244,460 6,176,869. 98. 

ロ１

ノョ 6,目６０，５６０ 6,096’７０５ 9９ 

９ノ］ 5,807,570 5,692,194. 9８ 

累高 33,910,ユ2０ 34,819,035 ]０２ 

』０ノ』 5,60i,５７０ 5,5ｺ７，２４０ 9８ 

1ユノョ 4,977,9ﾕ0． 4,785,81二 9６ 

1２ノ」 4,867,058 4’822,590 9９ 

累計 49,356,658 49,944,677. 1０１ 

１ノ」 4,81]’７２６， 4,697,356. 9７ 

２月 4,262,620 4,096,962 9６ 

３Ⅱ 
上旬

;|：旬

下旬

1522,578 

1,534,929.5 

I，7541250.3 

１，４２ﾕ,８６０ 

1’401659 

11430,742 

93. 

9１ 

8１ 

１句
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去
る
二
Ⅱ
十
レ
ハ
Ⅱ
に
開
催
さ
れ
賞
安
定
に
努
め
た
．
ま
た
、
草
地
・

ま
し
た
全
道
農
協
組
什
長
会
議
の
ｔ
地
推
盤
の
整
備
、
ｎ
給
飼
料
収

席
上
、
昭
和
六
十
一
年
度
の
北
海
’
穫
調
蝿
施
設
の
設
冊
、
乳
検
の
実

道
優
良
農
協
・
事
績
優
良
農
協
．
雌
、
酪
農
へ
ル
パ
ー
制
陛
な
ど
に

農
協
功
労
帝
に
対
す
る
表
彰
が
行
積
極
的
に
取
り
組
ん
だ
一
一
と
が
、

な
わ
れ
ま
し
た
。

受
賞
の
理
由
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
賞
は
、
本
道
系
統
農

協
に
お
け
る
妓
高
の
栄
誉
と
さ
れ

る
も
の
で
す
が
、
児
玉
組
合
長
は

農
協
功
労
者
の
役
「

当
農
協
の
理
事
に
初
当
選
し
、
四

十
七
年
に
組
合
長
就
任
。
そ
の
後

根
室
生
産
連
会
長
、
道
乳
検
協
会

会
長
を
努
め
る
か
た
わ
ら
、
集
送

乳
施
設
の
合
理
化
、
合
理
化
で
ん

粉
工
場
移
設
等
に
よ
り
農
家
の
経

て
表
彰
の
栄
誉
を
受
け
ま
し
た
。

児
玉
組
合
長
は
、
四
十
一
年
に

全道農協功労者

児玉組合長貝
の
部
に
』
財
し

「
ゴ
１

■河

当
農
協
は
、
山
十
几
年
度
に
、

優
良
農
協
と
し
て
表
彰
を
受
け
て

お
り
、
今
回
の
受
賞
を
考
え
合
わ

す
と
、
役
職
員
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
多
く
の
先
輩
の
努
力
組
合
員

の
積
極
的
参
加
の
成
果
の
賜
と
蔦

iｌ 
lli 

蝋

《縁

lliliiiiIiliiii 
、ノ

タテバ
－ 

mGゲ汀

－ 

mGゲ汀『

’」’」

＄ い
ま
す
ぐ

今
日
の
難
し
い
局
面
を
打
開
し

て
い
く
に
も
、
組
合
員
、
役
職
員

が
一
九
と
な
っ
て
、
事
学
推
進
を

し
、
農
協
の
体
質
強
化
を
図
っ
て

い
く
こ
と
が
、
こ
の
栄
え
あ
る
賞

に
報
い
る
一
一
と
に
な
る
と
思
い
ま

す
。今
後
と
も
、
組
合
員
の
皆
様
の

御
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
，

顔

Ｍ＿ 

一

北
海
道
優
良
農
協
・
事
績

優
良
農
協
・
農
協
功
労
者
表

彰
は
本
道
系
統
農
協
最
高
の

栄
誉
で
あ
り
ま
す
が
、
今
回

受
賞
さ
れ
ま
す
み
な
さ
ま
に
、

心
か
ら
お
祝
い
を
申
し
上
げ

ま
す
。私
た
ち
は
今
Ⅲ
農
業
、

儂
協
の
発
展
の
歴
史
を
考
え

ま
す
と
き
産
業
組
合
い
ら
い
．

常
に
難
局
克
服
に
果
た
し
た

「
協
同
の
力
」
の
尊
さ
を
忘

れ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

木
Ⅱ
こ
こ
に
、
表
彩
の
栄

誉
に
輝
く
み
な
さ
ん
の
歩
ん

で
こ
ら
れ
た
道
の
り
も
、
協

同
の
旗
じ
る
し
の
も
と
、
絶

え
間
の
な
い
研
さ
ん
の
連
続

で
あ
っ
た
も
の
と
、
改
め
て

敬
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
り

ま
す
。

私
は
、
時
代
が
い
か
に
変

わ
っ
て
も
「
協
同
の
力
」
の

尊
さ
は
不
変
で
あ
る
と
信
じ

今
後
の
ご
活
躍
に
期
待

幻用=、

化
榔
道
農
業
協
同
組
合
中
央
会
会
長
床
鍋
繁
則

る
も
の
で
あ
り
ま
す
．
さ
ら

に
こ
れ
か
ら
の
時
代
、
難
局

打
開
に
当
た
っ
て
は
、
み
ん

な
が
内
外
の
情
勢
を
正
し
く

認
識
し
対
応
す
る
こ
と
が
大

切
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
そ

の
た
め
に
は
、
私
た
ち
は
自

ら
学
習
し
、
高
度
な
判
断
力

を
養
っ
て
対
応
す
る
こ
と
も

ま
た
、
重
要
な
課
題
で
あ
り

ま
す
。

そ
う
い
う
意
味
で
も
、
豊

富
な
経
験
と
学
習
を
積
ま
れ

ま
し
た
愛
賞
滑
の
か
た
が
た

の
偉
業
と
、
今
後
の
二
橋
躍

へ
②
期
待
は
ま
す
ま
す
人
き

な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

永
年
に
わ
た
っ
て
鑑
わ
れ

ま
し
た
貴
重
な
経
験
や
先
人

の
教
訓
を
も
と
に
、
ま
す
ま

す
ご
壮
健
で
農
協
運
動
の
発

腱
に
寄
与
さ
れ
ま
す
二
と
券

祈
念
し
、
お
祝
い
の
一
言
葉
し
｜

い
た
し
ま
す
。
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お
礼
の

ご
坐
の
い
員
」
つ

中
標
派
川
農
業
協
同
組
合

菫
松
幹
雄

Ⅲ
標
津
町
農
業
協
同
組
合

１
中
川

保iIiil 
宮
０
■
■
■
■
ｂ
‐
０
Ｊ
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寒
苔
の
厳
し
か
っ
た
北
岡
に
も

Ⅱ
蠕
し
に
春
の
兆
し
が
感
じ
ら
れ

る
今
Ｈ
こ
の
肌
で
す
。

私
こ
の
度
、
’
一
一
月
三
十
一
Ｒ
を

以
て
定
年
退
職
い
た
し
ま
し
た
。

昭
和
三
十
年
八
月
か
ら
今
ｕ
ま

で
三
十
一
一
年
間
に
亙
っ
て
、
ご
指

導
と
ご
厚
情
を
賜
わ
り
無
事
仁
務

め
を
果
し
得
た
こ
と
は
、
こ
れ
傭

に
農
協
組
合
員
並
び
に
役
職
員
皆

さ
ん
の
お
陰
で
あ
り
、
心
よ
り
感

謝
し
厚
く
お
礼
巾
し
上
げ
ま
す
。

春
光
う
ら
、
か
な
陽
気
し
’
共
に

誓
掃
様
に
は
馬
鈴
し
よ
、
ビ
ー
ト
、

牧
草
、
と
農
作
業
の
準
備
に
多
忙

の
毎
日
と
存
じ
ま
す
。

さ
て
私
こ
の
度
、
三
月
一
一
一
十
一

日
付
を
も
ち
ま
し
て
永
年
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
当
農
協
を
退
職
い

た
し
ま
し
た
振
返
っ
て
兄
ま
ま
す

と
昭
和
「
－
六
年
四
月
奉
職
以
来

満
三
十
Ｌ
ハ
年
の
永
き
に
わ
た
り
ま

し
て
、
多
声
く
の
役
職
貝
並
び
に
組

合
員
の
ご
厚
情
に
支
え
ら
れ
乍
ら

大
過
な
く
勤
め
を
終
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
こ
と
に
対
し
心
か
ら

厚
く
御
礼
巾
し
上
げ
ま
す
。

願
り
み
ま
す
と
一
一
十
八
年
の
歳

ｸﾞー

あ
る
人
が
「
定
年
と
は
自
由
の

始
ま
り
」
と
か
言
っ
て
い
ま
し
た

が
、
私
に
は
未
だ
ま
だ
自
由
め
身

に
な
れ
そ
う
に
も
有
り
ま
せ
ん
。

妓
近
の
農
業
情
勢
は
加
工
原
料

乳
に
お
い
て
昨
年
よ
り
計
画
生
雄

だ
の
生
産
調
整
が
始
ま
り
、
更
に

今
年
の
昭
和
六
十
二
年
度
、
加
工

原
料
乳
保
証
価
格
の
決
定
を
見
る

と
き
、
鐘
も
価
格
も
一
段
と
厳
し

く
酪
農
業
の
危
機
す
ら
感
じ
ま
す
（

し
か
し
、
組
合
員
の
皆
さ
ま
に
お

月
は
長
い
よ
う
で
も
あ
り
、
又
い

つ
の
間
に
か
過
ぎ
去
っ
た
感
が
走

馬
燈
の
如
く
追
憶
し
非
常
に
懐
し

く
思
わ
れ
る
毎
ｕ
で
す
。
私
は
利

用
工
場
関
係
が
永
く
特
に
「
澱
粉
」

と
の
か
、
わ
り
が
深
く
昭
和
三
十

一
年
に
澱
粉
の
精
粉
工
場
（
末
粉

澱
粉
を
精
粉
に
加
工
）
を
三
年
間
』

翌
三
十
四
年
に
は
農
協
直
営
澱
粉

工
場
を
町
役
場
横
の
丸
山
町
に
建

設
操
業
以
来
、
昭
和
五
十
九
年
迄

の
一
下
八
年
間
で
し
た
。
昭
和
四

十
七
年
に
は
公
害
に
よ
る
工
場
移

転
（
現
在
地
）
等
あ
り
ま
し
た
が
、

経
済
変
動
も
多
く
特
に
近
年
で
は

昨
年
か
ら
牛
乳
の
生
産
調
終
そ
し

か
れ
ま
し
て
は
一
一
代
目
、
三
代
、

と
受
け
継
が
れ
た
豊
富
な
経
験
を

活
か
し
英
知
を
結
集
し
、
更
に
フ

ロ
ン
テ
ィ
ア
精
神
に
、
覚
め
た
と

き
必
ず
や
乗
り
越
え
る
鞭
と
確
信

い
た
し
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
中
標

辨
川
農
協
の
益
々
の
ご
発
展
と
組

合
員
・
役
職
員
み
な
さ
ん
の
ご
健

康
を
心
よ
り
祈
念
申
し
上
げ
て
、

定
年
退
職
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

っ祈のの御とし方す切とた調て

j1it,1'1,臘鰄鮴騏譲鯰さ燐
しし勝そにのま意賜＝こる耐う大か
まｋとし組,隆す義’）のれ様Ｌぞ変ら
すげ益て合願・なま人か祈で皆なは
。退々御買い今人し生らつこ様時賜
峨の家並ま後生たでばてのに代鈴
の称'I族ぴす共をごす初居雛は｜こし
ご発ｉｆｌｌに･よ送教がめり局弓なよ
あ展一役ろり訓、てまを§ｌｌｌ）の
いを同職したを皆経す乗意ま生
さお様員くい生様験｡’）こし産

へ
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澱
粉
市
況
は
依
然
と
し
て

好
転
せ
ず
、
産
地
倉
渡
し
で

三
、
六
○
○
ｎ
－
一
一
｜
、
七
五

○
円
、
来
京
倉
渡
し
で
は
三
、

八
五
○
円
～
四
、
’
○
○
円

と
昨
年
よ
り
三
○
○
円
前
後

茨
値
で
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
．

ま
た
販
売
進
度
は
六
十
一

年
産
か
四
二
・
一
％
で
昨
年

同
期
は
而
四
・
三
％
と
昨
年

よ
り
一
一
・
二
％
下
廻
っ
て

い
ま
す
。

6０年産 6１年産

共計
参り１１袋数

共計

参加袋数
210.000袋 236,000袋

2月末仮配
金1袋当り

2月末仮販
介1袋当り

240Ｐ」 21111 

累計仮配
令l袋当り

累計仮配
金1袋当り

1,692瓜 L2641-I： 

6(）年産 6１ゴ壇産

土i二 計一Ｐ、

参り１１袋数
210,000袋

ニロ

ヨー▲

IU0 

参力|]袋数
236,000袋

2ﾉ]末仮配

金1袋当り
O1U 

2ｊ１末仮販
企ﾕ袋当り

2上二!ｴ」

累計仮1妃
金ﾕ袋当I）

ﾕ,6921'』
累計仮配
金ﾕ袋当り

Ｌ264:'」
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１ 一
月
二
十
三
日
鰻
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
の
メ
ル
ボ
ル
ン
か
ら
ニ
ュ

ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
ク
｜
っ
イ
ス
ト
チ

ャ
ー
チ
へ
（
所
要
三
時
間
）
ホ
テ

ル
シ
ャ
ト
ー
リ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
に

落
ち
着
き
、
荷
物
の
整
理
を
し
た

が
未
だ
時
間
が
有
る
の
で
皆
ん
な

で
市
‐
内
観
光
に
出
か
け
る
、
ク
ラ

イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
南
島
の
束
海
岸
に
位
糧
し

て
、
｜
｜
ユ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
第
三
の

都
市
で
、
い
た
る
所
に
公
園
や
庭

園
が
あ
り
、
市
の
中
心
部
を
流
れ

る
エ
イ
ボ
ン
川
を
活
用
し
た
素
晴

ら
し
い
鋳
婦
並
で
し
た
。
大
聖
堂
を

中
心
に
広
が
る
広
場
は
市
民
の
憩

い
の
場
と
な
り
、
ま
た
広
場
に
面

し
て
商
店
が
立
ち
並
び
、
人
々
も

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
は
異
な
っ
た

落
ち
着
き
が
見
ら
れ
、
人
懐
か
し

…
餌

Ｉ 

瀞
＝－１－ジーランド
ー

昭和62年１月19日(月)～１月28日伽

○ 
Ｆ、

篝i薑篝ｉ
'+I標i１k町農協」]H事願二Ｆ弘美 趨自W懸爵鴬;闘

ノ

ハⅡ漣藪

一

ざ
を
持
っ
て
い
る
様
で
し
た
．

今
ｕ
は
一
日
移
動
日
で
終
っ
た
．

｜
Ⅱ
二
十
町
ｕ
、
晴
れ
、
風
あ
り
、

八
時
Ｆ
五
分
に
ホ
テ
ル
を
発
ち
聖

港
に
、
几
時
二
１
分
国
内
線
で
マ

ウ
ン
ト
ク
ッ
ク
に
向
う
、
フ
ラ
イ

ト
一
時
間
、
海
抜
七
六
○
脚
の
ク

ッ
ク
空
港
に
着
く
と
セ
ス
ナ
機
に

乗
り
換
え
て
、
タ
ス
マ
ン
氷
河
と

マ
ウ
ン
ト
国
立
公
園
を
空
か
ら
遊

燈
飛
行
の
予
定
で
し
た
が
、
生
桝

風
が
強
く
飛
行
で
き
ず
残
念
で
し

た
。
そ
れ
で
も
天
気
は
良
好
で
二

千
脚
級
の
山
波
と
素
晴
ら
し
い
鹸

観
を
遠
望
す
る
鴉
が
で
き
ま
し
た
。

グ
レ
ン
コ
ー
ル
ロ
斑
ン
附
近
て

散
策
し
な
が
ら
高
山
の
感
触
を
味

わ
い
、
フ
リ
ン
ド
氷
河
の
一
部
を

望
見
し
ま
し
た
，

マ
ウ
ン
ト
、
ク
ッ
ク
は
南
島
の

マウント・クソク国立公唾

儒辺墨

、
ク
ゥ
ク
は
南
島
の

ほ
ぼ
中
央
を
縦
走
す

る
サ
ザ
、
イ
ア
ル
プ

ス
山
脈
の
小
心
の
山

で
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
の
妓
測
峰
、
標

高
二
、
七
六
川
肘
、

附
近
一
帯
は
一
一
一
下
川

級
の
山
々
が
十
几
も

連
な
り
、
マ
ウ
ン
ト

ク
叩
ク
国
立
公
圃
を

形
成
し
て
い
る
。
ま

た
全
長
二
几
鱒
に
及

ぶ
タ
ス
マ
ン
氷
河
を

初
め
、
数
条
の
氷
河

が
有
り
Ⅱ
本
人
観
光

客
も
数
多
く
見
受
け

ら
れ
ま
し
た
。
午
後

三
時
に
ク
リ
ク
空
港

を
発
ち
三
１
五
分
後

に
ク
ラ
ィ
ス
ト
仁
到

感約農色牧防池上勝空しは感れ位唖［ののた建lＩｊな聖園一大八な請

繋齪鞠iliiで鰍|iii雛脅Ｈ庭舳鰍綿繼且僻８８両
堤紙珊瀦jLi竺騨挑繩潅菖＃灘螺(汀鮒ムタビ
・にてる獲りわな｜u］クして』を樹樹てＯ感nli「トし人公と、全タバ
さ我がし、jし土｝）､.’た人そ公か令もノゴ激のとチま収同かそ国スス

蝉:鰊繊li潔と鱗窪
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｣て埜蛾艫jili糊今臘テ刷兜旨一
午食労二ｌ）、の系イトＩに膣ｌＬにイエ度）ｌ
後後人-1-易彼Ｍ』Ｌド、↑'二位ノ１発ズン、＝
|ﾉＬｌ、の数い女Ａ~地がロかあ分ちトホ午l

lMir繩臘ji,f,,:)し蝿攝占莉'１１１＃
にルしつ｜学Ｋ・総樽アかろくト｜を’1F、
ロアたとクでＯ￣婚川空つう、ルチⅡ｝、晴
トの゜言うあきし身港た、ヨアをてシメＬ
ル観うンりんてでか・だ粋に)し鴨ヤ、
ア光仲ド説にいイらかいはｌｌｆ港ト気
Ｔを々にlUJ祷るキリ↓不Ｌｌ・ノ［ヘリ洲

Ⅱ
Ｃ
ホ
テ
ル
に
着
く
、
ロ
ト
ル
ア

の
人
口
は
几
’
一
一
、
○
○
○
人
、
｜
｜
ユ

ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
現
住
比
マ
リ
オ
族

文
化
の
Ⅲ
心
地
で
、
前
面
に
ロ
ト

ル
ア
湖
を
望
む
齢
泉
の
町
で
す
。

住
民
の
「
三
分
の
一
」
が
マ
オ
リ

族
で
間
欠
泉
と
マ
オ
リ
文
化
で
世

界
的
に
有
稀
に
な
っ
た
郁
市
で
す
．

観
光
も
マ
オ
リ
文
化
か
主
体
で
の

Ｚ-口

ワ
カ
レ
ワ
レ
ワ
見
学
．
川
の
南
三

勝
の
所
仁
あ
る
地
熱
地
帯
の
中
小

地
・
間
欠
泉
と
八
１
－
九
十
度
の

熱
湯
湖
・
泥
泉
（
ポ
ッ
ケ
）
等
詳

見
学
、
マ
オ
リ
文
化
保
存
特
別
地

域
で
集
会
所
・
倉
庫
・
民
家
・
マ

オ
リ
独
特
の
彫
刻
・
装
飾
品
・
マ

ォ
リ
エ
芸
学
校
等
を
鑑
賞
と
見
学

す
る
。
午
後
六
時
半
か
ら
の
ホ
テ

ル
人
ホ
ー
ル
で
の
夕
食
時
に
は
、

観
光
客
を
国
別
に
分
け
て
テ
ー
ブ

ル
に
着
く
と
、
マ
オ
リ
族
の
司
会

門
が
そ
れ
ぞ
れ
の
脚
を
紹
介
す
る

人
変
賑
や
か
な
バ
イ
キ
ン
グ
の
晩

さ
ん
で
し
た
。
食
後
そ
の
場
所
で

マ
ォ
リ
コ
ン
サ
ー
ト
〈
氏
族
舞
蹄
）

を
観
賞
す
る
、
肚
界
１
カ
国
か
ら

ロトルアワカレワレワ地熱地iMF【間欠泉熱湯期】

の
観
光
客
約
二
五
○
人
（
Ⅱ
本
人

観
光
客
は
四
つ
～
Ｌ
○
人
位
Ｕ

位
の
人
び
と
は
マ
オ
リ
の
歌
と
鋒

を
満
契
し
て
い
ま
し
た
。

一
Ⅱ
’
’
十
六
日
晴
れ
、
朝
方

'廷司

は
肌
寒
い
、
日
中
で
も
木
陰
に
入

る
と
寒
い
ぐ
ら
い
だ
っ
た
。
牛
上
別

八
時
半
に
ホ
テ
ル
を
出
発
し
て
ハ

ミ
ル
ト
に
向
か
う
＃
途
中
で
マ
タ

マ
タ
地
方
の
カ
フ
ガ
ン
ギ
牧
場
を

ロトルァヵフガンギ牧濁l43ha肉牛(ヘレホード】
700｢､扉１７｢フＵジャンl５０ｒ
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視
察
し
ま
し
た
。
主
人
が
腰
痛
で

出
ら
れ
ず
女
主
人
の
案
内
で
し
た
．

経
営
面
積
一
川
二
へ
ク
タ
ー
ル

肉
牛
主
体
で
総
頭
数
は
七
○
○
頭

（
内
フ
リ
ー
ジ
ャ
、
二
Ｌ
○
頭
、

外
は
へ
し
ホ
ー
ド
種
馬
が
、
１
七

頭
）
草
種
は
イ
タ
リ
ア
Ｚ
マ
イ
グ

ラ
ス
・
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
グ
ラ
ス
・

白
ク
ロ
バ
ー
の
混
播
で
草
地
更
新

は
し
な
い
で
五
○
年
も
経
っ
て
い

る
と
言
う
、
な
め
る
様
な
草
地
に

放
牧
し
て
い
る
肉
牛
は
何
故
か
肉

付
き
が
良
い
、
年
収
は
二
二
、
○

○
○
万
、
其
の
他
で
二
○
○
万
位

で
豊
か
な
感
じ
を
受
け
た
。
地
価

は
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
り
ｕ
本
円
に

し
て
百
万
円
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
で
も
一
等
地
の
様
だ
っ
た
．
此

二
－
三
日
で
馴
れ
全
頭
放
牧
で
あ

っ
た
。
肉
価
格
で
す
が
生
体
一
篭

当
り
一
㎡
九
○
曜

生
体
で
Ｔ
ド
ル
～
千
二
百
膿
蝿
（
日

本
円
で
八
〃
八
千
円
～
卜
万
五
千

円
）
｜
ｕ
の
増
体
量
一
・
二
詞
。
仔

牛
は
一
糯
藪
位
、
フ
リ
ー
ジ
ャ
ン
Ｘ

ヘ
レ
フ
ォ
ー
ド
の
Ｆ
１
を
作
り
育

成
す
る
、
交
配
は
自
然
交
配
で
八

Ⅱ
末
～
九
月
に
分
娩
す
る
様
に
種

付
け
し
て
い
る
、
生
ま
れ
る
仔
牛

は
二
頭
）
四
日
目
で
四
五
Ｉ
妙
（
約

Ⅲ
千
円
）
位
で
取
り
引
き
さ
れ
る
。

農
場
は
一
代
限
り
で
あ
り
、
後
継

希
は
農
地
銀
行
か
ら
資
金
を
借
り

て
経
営
を
引
継
ぐ
。
金
利
年
十
七
・

五
％
～
二
十
二
％
で
期
間
は
長
期

（
九
年
～
二
十
年
位
）
と
な
っ
て

に
注
日
し
た
の

ジ
ャ
ン
の
親
牛

の
産
ん
だ
仔
牛

に
別
の
親
か
ら

ま
れ
た
仔
牛
と

わ
せ
て
二
頭
を

手
に
哺
育
し
て

る
事
で
し
た
。

－
ジ
ャ
ン
は
仔

を
哺
育
す
る
だ

量
が
あ
り
、
他

れ
た
仔
牛
と
も

ＩＦ電

い
る
。
こ
の
牧
場
で
は
投
資
金

額
の
三
％
の
収
読
を
見
て
経
営
を

し
て
い
る
二
代
日
の
牧
場
と
の
事

で
し
た
。
な
お
、
収
益
の
な
い
月

に
は
、
銀
行
か
ら
借
入
を
し
て
、

生
活
費
、
経
営
費
に
充
て
る
そ
う

で
す
。

カ
フ
ガ
ン
ギ
牧
場
（
肉
牛
）
か

ら
バ
ス
で
三
十
分
。
酪
農
牧
場
ロ

ン
グ
ラ
ン
ド
農
場
を
視
察
。
ケ
リ

ー
シ
プ
ソ
ン
夫
妻
の
出
迎
え
で
搾

乳
場
を
見
学
後
、
ラ
ム
の
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
で
昼
食
と
な
り
ま
し
た
が

大
変
美
味
で
し
た
。
ケ
リ
ー
氏
は

別
紙
（
よ
う
こ
そ
、
ロ
ン
グ
ラ
ン

ド
農
場
へ
お
い
で
く
だ
さ
い
ま
し

た
）
と
い
う
日
本
文
字
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
作
り
我
々
を
迎
え
て
く

れ
ま
し
た
。

経
営
規
模
は
百
三
十
五
ヘ
ク
タ

ー
ル
。
乳
牛
二
行
四
十
頭
（
ホ
ル

ス
タ
イ
ン
五
十
％
、
フ
リ
ー
ジ
ア

ン
四
十
％
、
ジ
ャ
ー
ジ
十
％
）
、

施
設
は
一
Ｔ
頭
搾
乳
パ
ー
ラ
ー
、

パ
ル
ク
一
基
、
施
設
費
十
〃
ド
ル

（
約
八
百
五
十
万
円
）
。
バ
ル
ク

ク
ー
ラ
ー
は
協
同
組
合
の
貸
付
で

あ
る
。
乳
価
は
脂
肪
率
に
よ
る
が
、

うこそ

鰯i霊； ﾄﾞ農場へンゲラ｡，
(ｻﾞ70.、

た土 .．<だ、ｉｆいま！､いて

ノ

ＴｌＩ 

ケソー・シンプソンヒ誉。シルピァ僻

百二一滝蕊騨，鍋し魑
仁エリノiｸＬｉ堅能､たし証す．

川
・
二
％
Ｉ
四
・
三
％
が
慕
準
と

な
っ
て
い
る
．
ま
た
、
生
産
者
価

格
は
－
０
に
つ
い
て
二
十
セ
ン
ト

（
約
十
六
円
）
と
な
っ
て
い
る
。

乳
牛
年
令
は
六
才
だ
が
、
次
第
に

若
く
な
っ
て
い
る
。
搾
乳
は
一
月

二
回
、
｜
頭
六
分
必
要
。
分
娩
月

は
八
月
に
揃
え
、
生
ま
れ
た
仔
牛

の
二
十
％
を
更
新
用
と
し
て
哺
育

す
る
。
そ
の
ほ
か
は
一
蛇
三
十
五

ド
ル
（
約
三
千
円
）
で
販
売
す
る
。

平
約
乳
堂
は
約
三
千
噂
、
全
賦
加

工
乳
で
あ
る
。

彼
の
牧
場
で
特
に
注
目
し
た
事

ｊ
肺
ｎ
Ｍ
椹
γ
璽
寸
八
一
ワ
膓
脾
、
〆
ｆ
ハ
ー
ト
Ｉ
剥
仰
ふ
ん

婁
ｂ
十
Ⅱ
セ
ン
チ
位
の
所
で
全
部
切

り
取
っ
て
あ
る
二
と
。
②
｜
日
二

回
搾
乳
時
に
プ
ロ
ー
タ
ッ
ク
と
一
一
一
一
口

う
ガ
ス
予
防
剤
を
飲
ま
せ
て
い
る

は
、
皿
搾
乳
牛
の
尾
を
付
け
根
か

ロニゲラュド:鵠,二Ｍ:２４o軍刀牛ｺﾞー

篝i雲霧裏
フｌｒＤＤ纒司干し簗エノ笈ぺてｕ謬丁，

■ 
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③
乳
質
、
乳
一
腸
炎
等
に
つ
い
て
心

配
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
し
｜
で
あ

ワ
の
Ⅱな
お
．
ニ
ュ
ー
ジ
ー
｜
っ
ン
卜
に

は
、
ダ
ン
サ
ー
フ
ラ
イ
ヤ
ー
飲
用

乳
生
産
肴
、
デ
リ
ｉ
フ
ァ
ー
マ
ー

加
工
用
生
産
稀
の
粗
く
Ⅱ
が
あ
り
、

乳
価
も
異
る
‐
飲
用
乳
価
７
仲
二

十
八
比
（
約
一
一
－
三
円
）
、
加
工
用

一
〃
し
一
一
Ｉ
》
』
（
約
－
ｒ
大
川
）
し
」
な

っ
て
い
る
よ
う
で
、
加
工
川
は
ほ

と
ん
ど
輸
川
に
皿
る
。 !;illII1i1iiiiI1l1i1IiiI1I1ilii1iIiIlImilnlJmF1TIii1ill 

一
時
一
一
．
１
１
分
、
ハ
ス
で
ロ
ン

ク
ラ
ン
ド
牧
場
を
川
る
。

二
時
一
一
．
十
分
、
ハ
ミ
ル
ト
ン
・

ル
ア
ク
ラ
農
業
試
験
場
に
着
き
、

そ
の
一
部
を
見
学
す
る
。

国
立
ル
ア
ク
ラ
農
業
試
険
場
は
．

面
積
八
、
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
職
員
六

Ⅳ
尚
（
研
究
肴
、
’
１
澗
、
技
術

軒
二
百
Ⅲ
卜
乳
擴
務
職
一
行
一
一
一

卜
荊
）
で
あ
り
、
ポ
ッ
サ
ム
（
野
上

②
袋
ネ
ズ
ミ
｝
ザ
ヒ
ワ
ル
ク
ロ
ス

（
肉
牛
了
ミ
ル
キ
ン
グ
ポ
ー
ド

〈
搾
乳
川
山
羊
）
、
鹿
（
肉
用
）

等
の
研
究
内
容
の
一
部
と
牧
場
を

祝
察
す
る
。
ポ
ッ
サ
ム
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
ミ
ン
ク
）
は
毛
皮
用

猶

「､

』空
さ
蕗
し
Ｆ
ｆ
Ｅ

－－－－■ 

、、

と
し
て
着
目
し
た
も
の
で
、
野
唯

の
袋
ネ
ズ
ミ
を
飼
育
し
て
、
野
生

め
ま
ま
で
は
原
皮
か
人
‐
“
（
ｎ
ｈ

円
》
位
の
も
の
を
飼
育
す
る
こ
と

に
よ
り
、
川
Ｉ
‐
上
川
Ｆ
四
百
円
一

位
仁
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、

交
配
し
て
ト
バ
Ｈ
で
分
娩
し
、
年

一
同
卜
川
匹
の
仔
を
生
む
草
食
動

物
で
あ
り
、
体
正
三
聴
Ｉ
囚
囎
に

な
る
。
肺
炎
に
榧
り
や
す
い
欠
点

か
あ
り
、
研
究
段
階
だ
が
、
将
来

的
に
は
有
望
で
あ
る
。

サ
ヒ
ワ
ル
ク
ロ
ス
穴
キ
ス
タ

ン
・
サ
ヒ
ク
レ
ル
と
ジ
ャ
ー
ジ
ー

牛
と
の
、
）
は
ア
メ
リ
カ
・
向
け
ハ

ン
バ
ー
グ
Ⅲ
生
産
牛
と
し
て
研
究

￣ 

透皇：
ｑ 

ハミルトンルアクラ国立袈業試験場面積800町歩`賑邑600宝

二二＝

中
で
あ
り
、
雄
は
去
勢
し
な
い
方

か
早
く
大
き
く
な
る
〈
赤
肉
質
）
．

昔
は
八
月
に
分
娩
す
る
よ
う
に
交

妃
し
た
が
、
今
は
年
中
分
娩
す
る

よ
う
に
改
良
さ
れ
た
。

ミ
ル
キ
ン
グ
ポ
ー
ド
（
搾
乳
用

山
羊
）
は
現
在
四
種
類
研
究
中
で
．

主
力
は
ア
ン
ゴ
ラ
（
毛
取
用
）
、

ポヅサム

ニュージーランドミンク

網■

ｆ
ｉ
駁

ミ
ル
キ
ン
ク
コ
ー
ト
’
ザ
ー
ネ
ン

種
（
搾
乳
川
『
カ
シ
ミ
ヤ
（
毛
取

川
｝
と
な
っ
て
い
る
。
山
羊
の
乳

は
人
の
母
乳
に
最
も
近
く
、
将
来

有
望
視
さ
れ
る
。
現
在
、
生
ミ
ル

ク
は
健
康
食
品
店
で
販
売
し
、
残

り
は
粉
乳
に
し
て
い
る
。
将
来
ニ

ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
重
要
な
輸
出

源
と
な
る
の
で
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
の

調
森
に
努
力
し
て
い
る
。

腿
は
ベ
ル
ベ
ッ
ト
赤
色
と
ヘ
ロ

ー
ヘ
ア
ー
黒
色
の
二
種
類
で
、
卜

年
前
か
ら
研
究
し
て
い
る
が
、
生

態
か
完
全
に
研
究
把
握
さ
れ
て
い

い
な
い
。
し
か
し
、
近
年
非
常
に

有
望
祝
さ
れ
て
き
て
、
肉
は
西
ド

イ
ツ
向
け
、
角
は
漢
方
薬
と
し
て
、

小
国
向
け
に
輸
出
さ
れ
、
角
は
一

頭
か
ら
征
囎
収
穫
川
米
、
一
嬉
筒

二
十
五
Ｆ
腱
（
千
百
円
）
、
肉
は
一

聴
六
ト
ル
ニ
ト
比
（
五
百
四
十
五
円
）

､唖』筆
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位
と
な
っ
て
い
る
亀
二
十
六
ｕ
は

休
日
と
の
こ
と
で
、
以
上
の
よ
う

に
ほ
ん
の
一
部
分
し
か
見
る
こ
と

が
出
来
ま
せ
ん
べ
し
た
。
ハ
ミ
ル

ト
ン
・
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
ホ
テ
ル
着

川
時
三
十
分
。

｜
月
二
十
七
日
、
晴
れ
。
几
時

に
ア
ン
パ
サ
ダ
ー
ホ
テ
ル
を
立
ち
、

ワ
イ
ト
モ
洞
窟
の
観
光
に
出
か
け

た
。
ハ
ミ
ル
ト
ン
か
ら
パ
ス
で
西

の
方
向
へ
移
動
し
て
い
く
か
、
な

だ
ら
か
に
広
が
る
牧
場
に
、
肉
牛
、

羊
、
鹿
の
群
が
の
ん
び
り
と
草
を

食
ん
だ
り
、
木
彫
に
休
ん
で
い
る

牧
場
地
帯
を
通
っ
て
ワ
ィ
ト
モ
洞

窟
に
着
く
．

ワ
イ
ト
モ
洞
窟
は
、
地
下
百
脚

に
も
及
ぶ
立
抗
や
、
カ
ル
デ
ラ
と

名
付
け
ら
れ
た
大
広
間
、
巨
大
な

石
筍
か
ら
な
る
鍾
乳
洞
で
す
。
ま

た
世
界
で
も
珍
し
い
ツ
チ
ボ
タ
ル

が
榛
む
洞
窟
と
し
て
も
知
ら
れ
、

地
底
湖
か
ら
小
舟
に
乗
っ
て
い
く

と
、
頭
上
に
無
数
の
ツ
チ
ポ
タ
ル

が
輝
き
、
そ
の
姿
は
あ
た
か
も
、

天
の
川
を
小
舟
で
渡
っ
て
い
る
よ

う
な
神
秘
的
な
幻
想
に
ふ
れ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
．
ワ
イ
ト
モ
と

は
、
マ
オ
リ
語
で
水
の
穴
と
言
う

意
味
だ
そ
う
で
、
本
当
に
そ
の
通

０
、
小
川
が
洞
窟
に
流
れ
込
み
、

自
然
の
不
思
議
な
現
象
を
見
る
こ

と
が
出
来
ま
す
。

ワ
イ
ト
モ
か
ら
ハ
ミ
ル
ト
ン
に

戻
り
昼
食
を
取
っ
た
後
、
オ
ー
ク

ラ
ン
ド
ヘ
向
う
途
中
、
野
菜
農
家

の
イ
ヤ
ン
・
マ
ク
ダ
グ
氏
の
農
場

を
視
察
す
る
（
概
要
は
別
紙
の
皿

り
）
。

イヤン，マクダグ農場の概要

考作付[m積|作付時期収穫時期|収量備

70],ａ５～６｣１１１～３月’３２ｔｌ国内向け二Ｆネギ

国内向けｌＯｈａｌ３－４月’９－１１J：キャベツ

人参ｌ８ｈａ４－５月10-11月一国内向け
カボチャ８０ｈａ６－７月１２－１月１１－１３ｔ日本向輸出用

薯５０hａ5.6～７月10.11-12月４２１１，１内向け(消毒5回）

IF皇､

計ｌ２１８ｈａ

カ
ボ
チ
ャ
の
価
格
は
二
ｌ
帷
七

門
～
八
百
円
。
Ｈ
本
の
視
察
者
が

多
く
、
今
週
は
同
じ
質
問
を
一
一
一
回

も
さ
れ
た
と
笑
っ
て
お
り
ま
し
た
。

ｕ
木
に
は
、
｜
年
に
二
回
位
出

張
す
る
そ
う
で
市
場
調
査
が
ね

ら
い
と
思
わ
れ
る
ｃ

一
二
時
三
ｌ
ｒ
分
。
イ
ャ
ン
農
場
を

立
ち
、
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
に
鯵
向
う
。

オ
ー
ク
ラ
ン
ド
着
五
時
。

そ
の
ま
ま
、
バ
ス
で
市
内
観
光

約
二
時
間
。
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
は
一
一

〆、

マグタグ般場､玉葱峰

ユ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
舗
一
の
都
市
で

人
口
八
十
八
〃
人
。
ノ
ー
ス
ア
イ

ラ
ン
ド
の
中
心
地
で
、
ワ
ィ
ン
シ

テ
ィ
の
愛
称
で
親
ま
れ
、
空
と
海

の
玄
関
口
で
す
一
一
八
八
九
年
ま

て
首
部
で
あ
っ
た
川
て
、
近
代
的

な
町
並
み
の
中
に
も
、
歴
史
を
感

じ
ら
れ
、
美
し
い
海
岸
線
に
囲
ま

れ
た
市
街
に
は
坂
も
多
く
、
都
市

の
中
心
に
位
置
す
る
展
望
台
弓

ラ
ン
ト
・
イ
ー
デ
ン
）
か
ら
の
眺

望
は
本
当
に
す
ば
ら
し
く
、
港
の ijIliiiiilIiil1illIil;iIIiiiiIii蕊liiiiilililii霧Ｉ

作付ini積 作付時期 収穫時期 収量 備考

=ｉｆネギ 70]１ａ ５～６｣。 ユ－３月 ２ｔ 辰;内向{ナ

キャベツ l０ｈａ －．４月 ９～１１j］ 国内向け

人参 8hａ －５ノ！ ﾕ0-1ニハ :誼.内向け

カボチャ 80]lBL －７｝｣ １２－１月 エユ…１３ｔ L;本ﾌﾟ]I輸出月］

薯 50hａ ,６～７月 10.11.-12)』 ４２Ｌ 1,1内向il<消毒5回）
ニロ
ー-

１１１ 218hａ 
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ヨ
ヤ
ト
ハ
ー
パ
ー
に
は
何
Ｆ
も

の
ヨ
ッ
ト
か
蕊
然
と
つ
な
が
れ
て

い
る
光
鏡
は
、
Ⅱ
木
で
は
、
ま
ず

兇
る
こ
と
か
出
米
な
い
で
あ
ろ
う
（

輝
く
太
陽
、
明
る
い
海
、
緑
あ

ふ
れ
る
街
並
み
、
一
歩
郊
外
へ
川

る
と
広
々
と
し
た
牧
場
に
遊
ふ
、

赤
・
臼
・
黒
の
牛
、
真
白
な
羊
の

Ｔ 鱸
群
、
鹿
⑪
飛
び
は
ね
る
草
地
、
豊

か
な
向
然
の
中
に
伸
々
と
生
き
る

人
達
。
明
る
く
て
、
解
放
的
で
親

し
み
や
す
い
人
々
の
住
む
一
ニ
ー

シ
ー
ラ
シ
ド
に
お
別
れ
す
る
。

几
時
二
１
ｈ
分
、
メ
ル
ボ
ル
ン

空
港
離
陸
。
Ｈ
航
七
七
八
便
の
機

ｋ
の
人
と
な
る
。

Ｐ扇

＝ 

オークランドーヨントハーハ

以
卜
｜
で
九
日
間
に
百
一
る
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
両
国
の
酪
農
、

畜
産
握
祭
の
概
況
を
報
告
い

た
し
ま
し
た
が
、
両
国
共
に

農
業
生
産
国
と
し
て
、
日
本

の
輸
入
に
大
き
な
期
待
を
持

っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
そ
し

て
、
私
達
日
本
人
に
自
分
の

国
の
畜
産
の
現
況
を
充
分
知

っ
て
も
ら
う
よ
う
努
力
し
て

い
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
し

た
。オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
畜
産

酪
農
は
大
規
模
で
、
粗
放
的

な
経
営
が
多
く
、
理
解
す
る

の
に
大
変
で
す
が
、
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
の
醸
農
・
畜
産

は
中
型
経
営
で
、
私
達
に
充

分
理
解
出
来
る
面
が
あ
り
ま

す
。こ
れ
か
ら
根
室
灘
曹
壼
が
国

際
市
場
の
中
で
経
営
を
強
い

ら
れ
る
場
合
、
大
い
に
参
考

に
な
る
部
分
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。そ
れ
は
、

（
〕
縫
営
に
対
す
る
考
え
方

自
然
と
動
物
を
愛
し
、
楽
し
み

な
が
ら
経
営
に
取
り
組
み
、
そ
し

て
生
活
を
楽
し
む
エ
夫
を
し
て
い

る
こ
と
。

②
合
理
的
に
物
事
を
考
え
る
。

①
肥
料
散
布
、
牧
柵
作
り
な
ど

は
企
業
に
委
記
し
て
行
な
い
、
経

営
者
は
、
家
畜
の
管
理
、
搾
乳
等

に
集
中
し
て
い
る
。

⑥
最
少
限
の
施
設
（
擢
乳
パ
ー

ラ
ー
と
物
置
程
度
）
と
小
型
ト
ラ

ク
タ
ー
｜
台
く
ら
い
の
機
械
。

③
乳
牛
の
病
気
で
は
、
急
性
鼓
脹

症
〈
ガ
己
の
予
防
に
非
常
に
気

を
つ
か
い
、
｜
日
一
一
回
の
搾
乳
時

に
ブ
ロ
ー
タ
ッ
ク
（
パ
ラ
フ
ィ
ン

オ
イ
ル
と
洗
剤
）
を
飲
ま
せ
て
い

る
。

④
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ニ
ュ
ー
ジ

ー
ラ
ン
ド
共
に
世
界
の
食
糧
需
要

の
変
化
に
伴
い
、
輸
出
向
け
新
種

の
開
発
に
努
力
し
て
い
る
。

①
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
日
本
向

生
体
輸
出
の
増
加
と
日
本
商
社
と

共
同
で
、
日
本
向
け
肉
牛
の
胆
冑

牧
場
の
開
発
（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

公
社
に
よ
る
）
。

、
ニ
ュ
ー
ジ
ｉ
ラ
ン
ド
は
綿
羊

〆式

瀞
と字､熱蔦

の
不
振
に
伴
い
、
鹿
、
山
羊
、

ポ
ッ
サ
ム
（
毛
皮
用
）
ま
た

は
、
特
定
の
外
国
向
肉
牛
Ｒ

の
開
発
。
日
本
ま
た
は
、
ア

メ
リ
カ
向
等
Ｅ
Ｃ
諸
国
と
同

じ
様
に
世
界
の
農
産
物
マ
ー

ケ
ッ
ト
に
目
を
向
け
て
、
国

内
生
産
の
対
応
を
整
え
る
努

力
を
し
て
お
り
ま
す
。

私
達
は
、
そ
れ
を
受
け
て
、

｜
尻
か
ら
の
自
分
の
経
営
の

璽
書
を
早
急
に
樹
て
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

以
上
で
今
回
の
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
・
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
畜
産
酪
農
視
察
の
報
告
と

い
た
し
ま
す
。

i３ 

； 

－
－
 

Ｗ 
､ 

' 
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ニュージーランド地域別酪農指標（M/85ｼｰｽﾞﾝ）

誰Ｉ醤，家Ｆ１数
5,554戸

998,508頭

321万Ｍ

578Ｍ 

３，２１４《

；農家戸数
一

篭乳牛頭数
産乳量

戸当り生産乳量

頭当り』'二産乳鑓

① 

タラナキ

2,583戸

367,827頭

124.7万Ｍ

483Ｍ 

３，３９００ 

酪農家戸数

搾乳牛頭数
生産乳昂
１戸当り生産乳量
］蛆当り生産乳景

綴=、

② プレンテー湾

農家戸数｜
乳牛頭=薮司

1,006戸

159,540頭

49.7万Ｍ

494Ｍ 

all5０ 

酪
搾
地

閨－１、三産乳量

③ 1戸当り生産乳嚴
－ 

１頭当り生瀧乳量

５ 

⑤ウェリントンーホークスｉ
酪農家戸数１，４

搾乳牛頭数206,9

生産乳量５５．３

１戸当り生産乳量３
１頭当り生産乳量２，５

鬮
206,9 

５５．３ 

Ｆ、

⑥ 
⑥南島
酪農家戸数

搾乳牛頭数

生産乳型
１戸当り生産乳最

１頭当り生産乳箪

1,4（ 

169,3（ 

５Ｌｕ 

３〔

3-0］ 

戸 (ニュージーランド合計）
酪農家戸数115,000戸
段A二垂Ｉル５用言５４;ん｜ｒ）ｃＴｐｎＯ可研

,生一産ｆＬ－些堂
’１戸当り生産乳量
ｌ蝋当')生産乳還

695万Ｍ

463Ｍ 

3,14OG ※各地域の酪農家戸数は推定値。



(13）膿協だより 昭和62年４ｊ１ｌＯ上

オセアニア･日本乳製品に関する比較表

オースト弓リア ニュージーランド 本

■
■
一

単位
１９８Ｆ l９Ｂ４ ］９８月 １９８Ｊ ］９８月 1９８４ 

バタ 8８．３３８ Ｉ ]］Ｌ２８Ｃ 256.91Ｅ ２４４．３７Ｃ 7.Ｌ２５Ｅ 7７．４１８ 

牛
チーズ L5８．２００ 1６１，２０１ 「 1０９．２５５ 105,］〔)〔１ 67.80(Ｉ 6９－３２０ 

脱粉 lＯｑ５６Ｃ l２９６４Ｅ 219.091 21.Ｌ２７Ｃ 1５４．１６４ ]５５．２６３ 

産

全粉 5０，０４７ オ 4４，０５２ lｌＬ７７Ｃ 1１６－８６０ ３５．６９〔 3４．８０５ 

カゼイン 1１．４６２ 1３，２７４ 6３．０６５ 「 63.85Ｃ 
ニエ

園［

〆均ｈ

(市乳） 万１ 1６２ l６Ｅ 5Ｃ 5Ｃ 427 43ワ

(楡入）
1,576 

(輪入，
１，７７９ 

バタ 43.00Ｃ Ｉ 56,BOC 146,424 150.633 
'１iii 

(輪入】

７１．７９(） 

(楡人】チーズ 44.000 53.000 8２．６２７ Ｉ 87.359 
７９．１７］ 

卍 l脱粉 76,ＯＯＣ 115,00(】１ 2０１．０６８ 194.124 

(論人｣(輔人】
Rｎ 

傘粉 2ａ２０Ｃ Ｉ 95,05］ L0６，８５８ 

已
軍

カゼイン lqOOO ８．４００ 5４．３１７ 68,()8４ Ｉ 

k９ パタ ３.Ｇ ３－回 lＺｆ １２．(】 0．６７ 人
当
り
消
費
量

チーズ kＲ ７．７ ７．８ ７．９ Ｒ４ ０．８８ 

鈩試

市孚’ ！ 1０２．３ 9９４ 150.0 1４８－５ 3５．８ 

在 バタ 24,40Ｃ 32,ＯＯＣ 21.00〔 68,00(】 lｑ６０Ｃ １ 

庫 チーズ 7ＬＯＯＣ ８０ＢＯＣ 55ＰＯＣ 38.000 ２，９０Ｃ 

Ｌ」

:日日： 脱粉 １４．５０Ｃ I９ｐＯＣ 77,00(’ １ ７５．ＯＯＣ 25,40(】

ｌＩＯ８４］ 

、芹r･'学･アラビア亘一シカポー〃
２ＵＣＣ１行oｎ

ｌｇ８４Ｉ 

Ｄｆギリズヨイラン
86.540２８－４６７ 

種露輪へl計1【IBU

パタ=Ｆ Ｉ 

要
l１Ｄ８４ｌ 

ＤＢ本垣苛ウジァニビ７
１５３００12.0[Ⅱ〕

【１９８４）

お日ｉ月②７．〆Ｕ力
２７．７７９20.29Ｎ 

ｒ主要輸入同1983

⑪ニユージーヲパ②ナーストラ'1７
29.６７｡］６６６３ 

'論 チーズ １ 

皿
１１９８４） 

i、ワィ’１ヒゲ ②日イハ
】L1.500１１－７<)(）

ｌｌ９８４ｉ 

Ｄ日噸コマ,レームァ
３６．，６４２１５１局

'雅要翰入[打19鰯
国 脱粉 Ｉ 

蕊パター：パターォィル含む

`単位
オーーストラリア

1９８３ １９８４ 

－－ユージーラント

:９ 君９８Ｊ

i；本

弓９ ユ９８

・生産景
ノゼクーー

チ・・ズ

脱粉

全粉

カゼイン

(.i1丁乳） 万ｔ

8８．３３８ 

158.2()０ 

100.:)〔

5(),０４ 

二１↑４６

162 

目】ユ,２８０

161 2０１ 

:２９ 649 

4４ 052 

二３，２７４

165 

256丁９１５

二()９，２５５

219.091 

l」1,770

6３．０６５ 

5０ 

244.370 

」<)５．コ〔)〔）

21.1,270 

'二６．８６０

６３＃８５０ 

5０ 

7.1 5９ 

６７‘ ()(） 

１５４．１６４ 

3i).６９０ 

427 

７７，４ユ

6９．３２ 

]５５．２６ 

3'Ｌ805 

432 

楡

ill 

に」

亘王

パタ..

テーーーズ

1脱粉

全粉

カゼイン

4３，０００ 

４４?０００ 

761000 

28.200 

二0,000

5６，８００ 

53,000 

。5,0〔)(）

､４００ 

146,424 

8２ 6２ 

2０１ 068 

9５ 05」

5４ 3｣７ 

150,633 

87,359 

194,124 

1０６．８５８ 

68,084 

(輪入〉
1,576 

(輪入）

7１，７９０ 

(輔人）
３．０ 

(輪入〉
1,779 

('耐人）

７９．苣７ユ

入）

』人当り消費量
バタ_

チ..ズ

117\し

l(９ 

I<氏

３．９ 

７．７ 

ﾕ()２．３ 

8 

.４ 

1２．６ 

７．９ 

ﾕ50.0 

]2.0 

８．４ 

148.5 

0，６７ 

8８ 

5.8 

在庫量
べタ・‐

~ナ-－ス

脱粉

2４，４００ 

7と,000

1４，５００ 

３２，０００ 

8０，８００ 

1９，０００ 

21,()0(） 

55ｫＯ(〕０

77,000 

68,000 

38.000 

7:j､000 

ﾕ〔 6〔)０

９００ 

25ｺ４００ 

、二要輸出国
パタ・-

ﾃﾞーズ

脱粉

のザ｢ﾌシ
H1Q84j 

ラビ゛ア②シニ 1.『･－ル

600 

⑩【ヨ
X５ 

(ﾕD84I 

《房雪サウジ
)0 )[Ⅱ］ 

:1984, 

(j、.ﾌﾞｲ:llfン②１１ィ、
lLl:５００：：､7()(） 

61984判

､ｲギリズ②イラン
86.5J102８．４６７ 

（ユ9841

⑩；；イ月②７．〆：ｊ力
２７．７７９２０.鷺9Ｎ

『：９８４１

Ｄ［：顯勢‐弓'レーーンテ
3６，，６４２１．５N５ 

【･崖蕗輸人日:9631

1t:要輸入[劃1983’

②ニュー･－ジーーヲシド②オ・・ストラ:j７
29.６７｡］６，６Iia 

+:冒要輸入同:9蝿ガ



懸協だよ ｌ」 Ⅲ 昭和62年４月l０Ｅ
苗
、
半
作
と
い
う
言
葉
か
あ
り

ま
す
が
、
こ
の
言
葉
は
野
菜
栽
培

の
た
め
に
つ
け
ら
れ
た
よ
う
な
も

の
で
す
。
そ
れ
だ
け
に
、
野
菜
の

苗
作
り
は
重
要
な
の
で
す
。

今
年
も
、
新
鮮
な
野
菜
を
沢
山

と
る
た
め
、
育
苗
管
理
を
主
体
と

し
た
注
意
点
を
述
べ
て
見
た
い
と

思
い
ま
す
。

「
床
上
の
準
備

床
土
は
、
保
水
性
が
あ
り
、
通

気
性
が
高
く
、
酸
度
は
六
・
二
か

ら
六
・
七
位
を
目
標
に
、
前
年
の
夏

の
う
ち
に
造
成
し
て
お
く
こ
と
が

原
則
で
す
。

し
か
し
、
野
菜
の
専
業
地
帯
で

な
い
、
当
地
方
で
は
春
に
な
っ
て

準
備
す
る
方
が
多
い
と
思
い
ま
す

が
、
そ
の
場
合
、
次
の
よ
う
に
し

て
作
っ
て
下
さ
い
。

床
土
、
’
○
○
姥
当
た
り
、
完

熟
堆
肥
二
○
－
二
五
囎
、
化
成
肥

料
Ｓ
○
五
三
を
一
一
○
○
ｇ
、
よ
う

り
人
一
○
○
ｇ
、
祈
吠
一
五
○
貨

位
を
入
れ
て
よ
く
混
合
す
る
よ

う
に
す
る
。
床
土
の
準
備
は
、
播

種
十
か
ら
卜
ｎ
日
位
前
に
造
成
し

て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

二
、
播
種
か
ら
発
芽
ま
て

発
芽
適
温
は
、
野
菜
に
よ
っ
て

違
い
ま
す
。
ト
マ
ト
・
キ
ュ
ウ
リ

メ
ロ
ン
な
ど
の
果
菜
類
は
、
｜
股

に
高
く
、
二
五
度
Ｃ
か
ら
三
○
度

Ｃ
、
は
く
さ
い
、
キ
ャ
ベ
ツ
な
ど

は
二
○
度
Ｃ
か
ら
一
一
三
度
Ｃ
位
で

す
。
ま
た
、
レ
タ
ス
や
カ
リ
フ
ラ

ワ
ー
は
一
一
八
度
Ｃ
か
ら
二
○
度
Ｃ

と
や
や
低
い
温
度
を
好
み
ま
す
。

特
に
、
レ
タ
ス
は
二
五
度
Ｃ
以

、圭活講座壷、

f蓉軍、

上
に
す
る
と
休
眠
し
発
芽
障
害
を

起
す
、
生
育
温
度
も
高
過
ぎ
る
（
二

三
度
Ｃ
以
上
）
と
病
害
の
発
生
を

招
く
の
で
十
分
に
注
意
す
る
。

発
芽
が
四
○
か
ら
六
○
％
を
目

安
に
種
を
は
ず
し
床
内
の
過
剰
な

水
分
を
除
き
徒
長
腓
に
な
る
の
を

防
ぐ
事
が
人
切
で
一
％

三
、
発
芽
か
ら
鉢
上
げ
ま
で

発
芽
後
、
温
嘆
が
高
過
ぎ
た
り

床
内
の
水
分
が
多
い
と
、
立
枯
病

の
発
生
が
多
く
な
っ
た
り
、
軟
弱

苗
に
な
っ
た
り
す
る
の
で
、
軽
く

中
耕
を
実
施
し
、
水
分
の
調
整
を

す
る
．

床
内
の
ト
ン
ネ
ル
は
少
し
ぐ

い
窯
い
Ⅱ
で
も
開
け
て
通
気
を
よ

く
し
た
り
受
光
量
を
多
く
し
て
、

乾
物
堂
の
多
い
丈
夫
な
苗
に
育
て

る
事
で
す
。

当
地
万
で
は
、
仮
航
や
鉢
上
げ

を
せ
ず
、
そ
の
ま
ま
定
植
す
る
方

が
多
い
が
、
こ
れ
で
は
植
え
傷
め

が
激
し
い
の
で
中
止
す
る
。

仮
植
や
鉢
上
げ
は
、
苗
の
根
張

や
移
植
作
業
、
活
着
を
よ
く
す
る

た
め
一
～
二
回
は
実
施
す
る
》

仮
柚
す
る
床
土
や
鉢
の
地
温
は

一
一
－
三
度
Ｃ
高
い
方
が
活
着
が
よ

く
、
そ
の
後
の
生
育
も
よ
い
。

野
菜
の
鍍
適
な
地
温
は
ト
マ

ト
・
キ
ュ
ウ
リ
・
メ
ロ
ン
な
ど
の

果
菜
類
は
一
一
八
度
Ｃ
か
ら
三
一
一
度

Ｃ
位
で
、
は
く
ざ
い
・
キ
ャ
ベ
ツ

な
ど
の
葉
菜
類
は
二
二
度
Ｃ
か
ら

二
五
度
Ｃ
位
で
丈

桧
槌
侘
些
菜
は
、
で
き
る
だ
け
暖

い
Ⅱ
の
年
上
川
中
に
行
な
い
、
桃
弧
気

温
が
低
く
な
る
前
に
終
わ
る
よ
う

に
、
す
る
。

当
地
方
の
四
～
五
月
は
ま
だ
寒

く
、
時
に
は
晩
霜
の
危
険
す
ら
あ

り
ま
す
。
二
重
ト
ン
ネ
ル
は
勿
論

の
事
、
毛
布
や
ス
ト
ー
ブ
を
常
に

用
意
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
式

ま
た
逆
に
天
気
が
よ
い
と
ハ
ウ

ウ
ス
内
の
温
度
は
急
に
上
昇
し
焼

い
た
り
、
高
温
障
害
を
起
し
た
り

す
る
の
で
温
度
管
理
に
は
細
心
の

犀
生
息
が
必
要
で
ｒ

Ⅲ
、
苗
を
購
入
す
る
時
の
注
意

⑪
、
全
体
に
し
お
れ
が
な
く
、
茎

は
あ
る
種
度
太
く
節
間
が
短
く

同
一
で
あ
る
こ
と
。

②
、
地
際
部
か
ら
了
葉
節
位
の
短

い
も
の
が
よ
い
。

③
、
葉
は
長
く
、
大
き
く
、
厚
い

も
の
で
緑
度
の
鮮
明
な
も
の
か

、
よ
い
。

側
、
了
葉
が
長
大
で
脱
落
し
て
い

衝

力
づ
い
こ
●
と
ど

⑤
、
細
根
が
多
く
抱
蛍
一
ｔ
が
多
く

し
っ
か
り
し
て
い
る
こ
と
Ｌ

⑥
、
品
種
を
確
か
め
て
、
適
応
航

種
以
外
の
も
の
は
避
け
る
こ
ゑ

、
、
苗
の
老
化
が
し
て
い
な
い
こ

、と。

⑧
、
病
害
虫
、
特
に
伝
染
性
病
雲
戸

山
に
加
害
さ
れ
て
い
な
い
二
と
。

⑨
、
定
植
前
に
は
、
や
や
地
臘
の

一
局
い
と
｝
｜
ろ
で
編
陸
稲
エ
リ
る
か
、

地
温
を
高
め
る
手
段
（
ビ
’
’
１

ル
に
よ
る
マ
ル
チ
ン
グ
）
を
講

じ
て
か
ら
定
植
す
る
こ
と
。

⑪
、
鉢
上
げ
さ
れ
た
苗
は
、
売
る

た
め
に
鉢
上
げ
し
た
も
の
が
あ

る
の
で
、
十
－
十
五
日
位
そ
の

ま
ま
で
育
蔚
し
て
か
ら
定
植
す

→
。
こ
と
。

〆
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昭和62土ｉＺ度から'Z(訂した営崎'1'''１詩により樹,rして蛾き、組織i②
皆様には項目か蝋え、とまどいかあったと思います…’１野L｣k厳のl朧１，|､
ぬか長びきそうな現ｲ14、ノlﾐ醗惚;のＩｒｌｌ■と維常の谷｣;'1Ｉ化による生j)iliコス
トのｳ'さ'ぐげをはか'ﾙ営農,illllliの逃成に努釣ていたたきたい,，

経営ｉＨ製 (｢１１位Ｔｌ]1１

乳 /'二（頭）

0～12ケ月 13～１７１ １８～24jLE 25ケn以上ｌｉＴｌ,iil 

６１ 3.925 2,08ピ a１１Ｅ 1１．４２５ '９．５５５ 

6２ 3.98Ｃ ２．１６匹 2．］９７ 1１．１７５ 1９５１６ 

差引増減 5Ｆ 7F! 7Ｒ △２５［ △３９ 

62年1戸平均

十 Ili」 (/lLrT〕

採草地 MEと■永年草地 放牧地 普通畑 山林原野 ⅡＩＩＴ誤字ｉ１ｈ

－
 

口一一一曲

學
ロ

戸數

6１ 6.476.2 ａＯＯＬＥ 2,796.2 1.530．］ 2.815Ｅ 397.2 17.017.4 330 

6１ 7，４２１１ Ｌ９９Ｃ ２８０７．３ 1．５２４４ 2，７６５６ 小117 1６９５０２ 337 

差引増減 944F △1.0１１．７ Ⅱ［ △５７ 八Ｆ1０， ４４Ｅ △６７２ ７ 

62年１戸平均 2２２ ５Ｆ ８１９ ２１．５２ ８１ 1３１１５０２ 

収支概要 (単`位千円１

実績斌上｜支出項目｜本年度計画liiti年腫実純収入項目｜本年度計両 前年度実績 5億曾績対ﾋヒ

生 乳 4,593,52ピ ４７２３．６３５ 972 労 賃 1１６．８７７ 104.28［ １１２ 

補給金 807.238 876.949 92］ 肥料鷲 780,779 82ｑ７３Ｃ 95．］ 

肉研牛 282,645 401,931 ７２Ｅ 生産資材賞 323,665 608.962 53-2 

乳用牛 764.07〔 2861191 水道光熱費267「Ｉ 330.736 

その他畜産物 9２．１４１ 飼料曲 １．３２９．１１〔 1.477.186 ９０ｍ 

(畜産収入計） 6,539,617 6,288.70〔 撰霊管1０４０ 220,946 503,32Ｇ 503,329４３．９ 

（ ̄ ん菜 106.774 8６５８４ ]２３Ｆ 素畜濁 34.33Ｃ 
ＩＦ了

馬鈴しよ(でん粉） 880,027 823,102 腱業共済[065 226.191 

その他僅産物 23.08Ｃ 2３．１７３ 賃料々金9９６ 506.9正 702,055７２．２ 702,055 

(農業収入） Ｌ009.881 932.86Ｅ 修珂雷１０８月 243.73： 

農外収人 34.397 2.376 支払利息I４４Ｒ 246.055 408.051 602 

資金借入 1９，２７３ 22,884 8４２ 椚税公課 387.655 567822 ６８Ｐ 

資金受入 [83,387 182.696 1００４ その他経営費 88,8OG 215,897 ４１． 

その他収人 315.514 (農業支出計） ４８３５．８０８ 51408,327189.4 

へ
、 －
 

’一一一口 7,786.55517.745.04110(ｌＥ 家計賀 1257.286 831.52Ｃ '５１－， 

資金返済 689.521 6５１１２４ １０日垈

比済貯金 700,307 7３２７８１ 95-Ｆ 

農業，機械 1１４９５３ 152.992 7５１ 

その他支ｌＨ 152,806 290,776 5２６ 

〈
□

計’7,750.681 8.067,521９６」

乳〃（頭）

0～12ケ月 :3～１７)」 18～24)］ 〕5ケノ]以l：

6１ 3,925 ldpU86 ２１１ﾕ９ 1１１４２５ 555 

6２ ３９８０ 2ロユ6４ ２．：９７ 11,17iｊ １９，５１６ 

差番：増減 5５ 7８ 7８ △２５０ △３９ 

62年ｌ）ﾖ平均

地（/lLn）

採草地 永年草地 放牧地 普通畑 1］I 原 施設宅』 合斎’ ノゼ数

６１ 6，４７６２ 3,00Ｌ８ 2,796. 2.530.2 2.8:５ 397. 17.()17.‘Ｉ 330 

6２ 7，４２１１ 1.990.］ 2,807- 1．５２４４ 2,765 Ｍ１． 1５１９５０２ 337 

差引増減

62年I)ｎ１ｚ均

944.9 

2２２ 

△1,()1１７ 

iｉ９ 

罰Ｉ △５．７ 

21.52 

△５０ 4４ 

１２ 

△６７２ 

iｊｑ３ 

］召和6群12度からlZl:訂した営僅,;'11111！』fに上!〉樹'7
皆様に'よ項11が蝋え、とまどいがあったとAllいま
めか長びきそうな現ｲ12、ノlijZl:性の｣｢`11二と維常の今
トのｳﾞiさ|ぐげをはか』》営農,il1111iの達成に努釣てい

して蛾さ、

たき

組合jiの

藤のl朧｢Ii：

経営ilH要〈i１ｔ位Ｔ二[]]）

=７ス

鱒

収入項Ｉイ 本年度言i･両 前年度実績 実績ﾌﾞﾈｵﾋ’ １文{:j項Ｆ１ 本琿度計画 iiti紅：度実績 ﾗii3磧対ﾋヒ

生乳 4,593,528 4,723,635 97.3 労賃 :１６，８７７ j()4,289 112： 

補給金 807,233 876,949 92.］ 肥料篭 780,779 82ｑ７３６ 9５ 

肉ノＵ牛 282,64 401,931 72.3 生産資材賞 3231669 6()8.962 

乳用牛 764.07 286,W９Ｔ 267．じ 水道光熱費 330.736 

その他畜産物 92］』〈 飼料賀 】，３２９．１」(） 1,477,186 9Ｃ 

<畜産収入計） 6,539,61 6,288,706 1０４０ 養畜賞 220,946 5()3，３２９ 4３ 

て￣ん菜 ﾕ061774 86,584 １２ 素畜賀 34.330 

馬鈴しょくでん粉） 880,027 823,刀８ [06.9 農業共済 226,191 

その｜114腱産物 23,080 23」７３ 99,6 賃料々金 506,916 7021055 

(農業収入） l]Ｕ0９．８８１ 932,865 :08.3 修理雷 2４３７３１ 

農外収人 34,397 2.376 1４４８ 支払利息 246,<)5５ 408,051 60.3 

資金借入 :９『２７３ 22,884 8４２ 駆税公課 387,659 567『８２２ 68.3 

資金受人 183Ⅲ３８７ 182,696 :０(1４ そのＩ山経営費 ８８ＲＯＱ 215,897 ４１．１ 

その他収人 3:fj,５１４ (農業支fil計） 4,835.808 5,408,327 89.4 

合計 7,786.555 7,745Ⅲ０４１ 20(〕･tｊ rii 1,257,286 831.520 :５１．２ 

資金返済 689,521 6５１１２４ 105.9 

共済貯金 700.307 73278］ 95.6 

農業‘機，賊 114,953 』５２．９９３ 75.1 

その他文ｌｊＩ 152,806 290,776 52.6 

合景 71750,681 8,067152二 96.A 

jlX支概要（堂ｲｩｰiもﾛ１１
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本
年
も
て
ん
菜
の
育
苗
期
に
入
り
ま
し
た
。

て
ん
菜
の
収
坑
は
、
五
割
が
行
肘
の
良
祈
で
．

残
り
の
う
ち
三
判
が
移
航
技
術
に
よ
っ
て
左

右
さ
れ
る
と
言
わ
れ
る
位
に
苗
作
り
と
臓
樅

は
重
要
な
要
素
と
な
っ
て
い
ま
す
。
唯
本
技

術
を
守
っ
て
、
丈
夫
な
苗
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

「
荷
苗
巾
の
脇
度
と
水
の
管
迦

靜
苗
期
の
管
理
を
容
易
に
し
、
健
苗
を
荷

成
す
る
に
は
一
斉
に
発
芽
さ
せ
る
こ
と
が
ポ

イ
ン
ト
と
な
り
ま
す
．
表
「
表
二
の
内
容

を
再
確
認
し
て
健
苗
育
成
に
努
め
ま
し
ょ
う
．

二
、
作
付
予
定
ほ
場
の
早
期
融
雪

四
Ｈ
に
入
り
、
か
な
り
雪
ど
け
が
進
ん
で

い
ま
す
が
、
ほ
場
の
条
件
に
よ
り
、
防
瓜
体

の
陰
や
吹
き
だ
ま
り
な
ど
で
雪
の
多
い
所
は

排
除
し
て
融
雪
を
早
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

全
而
的
に
雪
が
残
っ
て
い
る
場
合
に
は
、

融
雪
資
材
の
散
布
、
ト
ラ
ク
タ
ー
の
走
行
に

よ
っ
て
ほ
場
而
を
露
出
さ
せ
る
と
融
雪
が
早

ま
り
、
早
期
定
植
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

三
、
移
植
技
術

天
候
の
安
定
し
な
い
な
か
、
早
期
鴨
械
を

実
施
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

次
の
事
項
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

て
ん
蘂
栽
培
の
ポ
イ
ン
ト

丈
夫
な
苗
を
作
ろ
う

表１育苗初期の温度と水の管理
猫Flii-ljHl］《1～６日｛】７～８日｜｜

鑑芽始発芽ｋｌｌ

ＩＭ［昼２５℃２０℃15-18℃
｜夜10℃８℃６℃

10日且芯imOBliii~定iiil

９
｜
雅
了
円

夜霧 芽揃

外気に砿力近１５℃ 

づｎ･ろ誼６℃ 

ノ
ー北
根
室
地
区
農
業
改
良
普
及
所
一

ビニールすて

戸等の完全既

Iik 
噂

定植前、午後
から紙筒底部ま
で水力充分浸透
するようにかん
水1-る。

土の表面が槌いたら、樋きす

ぎないように。湿りを与える
程Zrにかん水。

(よ穂後ポット設置が終った')>、ポケットの底
で-1.分水力糧逸するようにかん水する。
１１M当l)1０（-20（を２～３回(二分けて、ム
ラのないようにかん水する。

7ｋ 

換気を十分にする。

上ｷih病がでたら
タチガレン液剤,,000倍］冊ｌＵ祁症
パリダシン液剤2501ffll1IMlW鱗

仰iMマットは夜lHlのみにする
●朝はできるだけ早く
●夕方はやや遅きみに
マヅトのかけ＿はずしをする

際iMFマットは
昼夜ともかけ
ておく＝

苗が1;Nにかか

らないよう注
昌｣己

々Fib

そ

矢

'''1 

爪
月
気
分
の
鯛
め
や
ら
ぬ
一
Ⅱ

ト
ー
Ⅱ
か
ら
、
一
一
一
月
十
一
一
日
ま
で

の
二
ヶ
月
間
、
系
統
農
協
役
職
員

教
育
の
殿
堂
で
あ
る
北
海
道
農
業

協
同
組
合
学
校
に
て
、
研
修
し
て

参
り
ま
し
た
の
で
、
雑
感
を
含
め

ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

今
回
は
全
道
各
地
か
ら
六
十
諾

が
参
加
し
、
、
年
令
構
成
も
ニ
ー
ニ

オ
か
ら
、
四
十
五
才
と
幅
広
い
も

の
と
な
り
ま
し
た
。

研
修
科
目
は
十
六
科
目
に
も
な

り
ま
す
が
、
農
協
授
業
の
運
営
原

理
、
原
則
が
研
修
の
中
心
と
な
り

ま
し
た
。

授
業
は
、
農
協
学
校
の
専
任
教

師
の
ほ
か
、
各
連
合
会
道
庁
、

北
大
の
先
生
方
が
柧
当
さ
れ
、
朝

九
時
か
ら
、
夕
方
五
時
ま
で
、
ビ

ッ
ン
リ
詰
っ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の

巾
、
｜
誌
（
○
○
分
の
授
業
が
毎

Ｒ
旧
識
あ
り
、
学
生
時
代
を
経
験

中
堅
職
員
研
修

を
終
え
て

徳p■、

１
０
．
‐
 

恵富田

し
て
い
る
と
は
言
え
、
座
り
っ
ぱ

な
し
な
の
は
人
亦
平
ら
い
も
の
で

し
た
。

農
協
運
動
も
近
代
査
本
主
義
社

会
の
巾
で
の
一
一
と
も
あ
り
、
現
実

と
理
想
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
意
見
の

机
違
も
あ
り
、
時
に
は
、
先
生
と

研
修
生
が
激
し
く
応
酬
す
る
一
幕

も
あ
る
な
ど
、
昨
今
の
農
業
、
農

協
を
取
り
ま
く
情
勢
の
難
し
さ
を

肌
で
感
じ
る
こ
と
か
で
き
ま
し
た
。

現
実
に
北
海
道
農
業
の
王
要
な

作
月
は
、
稲
作
、
畑
作
、
酪
農
の

ど
の
地
精
で
も
、
土
産
調
裟
下
に

あ
り
、
ど
ニ
の
糠
犀
励
で
も
、
そ
の

対
応
に
頭
を
悩
ま
せ
て
い
る
の
か

実
態
で
す
。

し
か
し
、
い
つ
の
時
代
に
な
っ

て
も
、
農
協
連
動
口
組
合
員
、

役
職
員
が
一
一
一
位
一
体
と
な
っ
て
推

進
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
苦

し
い
時
こ
そ
一
層
の
結
束
力
が
問

わ
れ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
組

合
員
の
利
蔬
を
保
護
す
る
一
一
と
に

つ
な
が
る
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
う
信
じ
て
、
こ
の
二
ヶ
月
間

に
習
得
し
た
知
識
を
生
か
し
、
組

合
員
の
皆
様
と
共
に
頑
張
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

播Flii-3｝iｌ１ 《]～６Ｈ「１ `フー８｛］Ⅱ「 ９－､・ＬＯＨ１ｌ 0[liii~;i縦

昼２５℃

夜Ｉ()℃

発芽姑

2(}℃ 

８℃ 

発芽ｌＵ１

15-18℃ 

６℃ 

発芽揃

1０１５℃ 

５～６℃ 

外気に砿ﾌﾞ]近
づ1P.る。

ビニーールすそ

｢;等の完全開

肢

m（ 

〈よ穂後;lミツ1.設置が終ったら、ポケットの底
で１．分水力糧適するJLう仁かん水する筆
１１{M坐!)1(〕（-20（を２～３回'二分けて、ム
ラのないようにかん水する。

｣$の表iIiが槌いたら、稚きす
ぎないように`,湿ﾄﾉを与える
程度にかん水。

定#ii『iiiＬ午後
から紙筒Iq憩部i皇
で水力充分浸透
-j-るよう仁かん
水する。

そ

力

iＵ 

保臘マットは
昼夜だもかけ

ておく富

仰iMマットは夜lHlのみ:里する
●紺はできるだけL;畠〈
●夕.〃:さやや遅きみに
マットのかく+、はずしをする

換気を-;･分にする。
上ｷiI術がでたら
タチガレン液iilll:000倍]I1w1U祁症
パリダシン液剤250倍l11IlHW鱗

苗力荊可にかか
らないよう注
意

学１＝＝常幻T廿日、§三宮レフkの管揮
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／ 

Ｈ
、
欠
株
を
で
き
る
だ
け
少
な
く

機
械
移
械
の
場
合
、
欠
株
が
連
続
す

る
こ
と
が
多
く
、
減
収
の
要
因
と
な
り

ま
す
。
従
っ
て
、
急
が
ず
に
、
ゆ
っ
く
り

と
確
実
に
移
植
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

口
、
補
植
は
そ
の
ｕ
に

一
定
の
圧
力
に
よ
っ
て
植
付
け
ら
れ

る
機
械
植
え
と
違
い
、
補
植
は
そ
の
一

定
さ
を
保
て
な
い
た
め
、
補
植
苗
は
活

着
が
悪
く
蕊
最
後
ま
で
生
育
が
劣
り
ま
す
。

補
植
は
そ
の
日
に
行
い
、
き
ち
ん
と

株
元
を
鎮
圧
し
て
下
さ
い
。

口
、
降
雨
後
の
移
植
は
ひ
か
え
る

降
雨
に
よ
っ
て
地
温
が
下
が
り
、
活

着
が
不
良
と
な
る
こ
と
が
多
く
、
地
温

の
回
復
を
待
っ
て
移
植
し
ま
す
。

Ⅲ
、
施
肥
（
特
に
り
ん
酸
の
篇
化
）
に

つ
い
て

土
壌
診
断
集
計
結
果
を
見
る
と
、
当

地
区
内
の
畑
地
土
壌
は
、
非
常
に
低
り

ん
酸
で
あ
り
ま
す
。

土
壌
中
に
竈
素
、
加
里
な
ど
の
成
分

が
含
ま
れ
て
い
て
も
、
り
ん
酸
が
有
効

化
し
な
け
れ
ば
他
成
分
の
可
給
化
が
低

下
し
ま
す
。
従
っ
て
、
り
ん
酸
地
力
が

回
復
す
る
ま
で
の
間
、
り
ん
酸
肥
料
の

作
条
増
肥
が
必
要
で
す
。
施
肥
標
準
と

は
別
に
、
ア
ー
ル
当
り
要
素
量
で
四
～

七
姥
（
よ
う
り
ん
一
袋
・
ま
た
は
ダ
ブ

リ
ン
｜
袋
）
増
加
投
入

し
、
り
ん
酸
施
用
爺
は

表２苗づくり不良の原因と対策

麻 状 原 蘭 対 策

全般に発芽力震い公 かん水不足・肥料のj鰊Ｉ水を１－分与える・摘正旅肥 繰可

発芽にむだhfJ《ああ② かん水むら・肥料むら管〕理に注意

ポ･‘トの表面が白い。 I畔}の過鍋 水をかけ肥料をうすめる

ヘウスの緑は良いが、中が発芽しない｡ｌ繩子力銚けている＝ 晴天の日中はマットをはがす。

発芽はしたが、後の生育力懇〈、葉か
淡諌色となる⑪

１１僻|・不足 液肥等の追肥を行なう。

要
素
童
で
鋤
囎
を
目
安
と
し
て

下
さ
い
。

地際から倒れて枯れて行く‘ ほとんど立枯病 タチガレンの液剤を散布する『

湿度力高い、ポットにす

き間か多い
水分を蒸発苔せる。ポットにすき間か
できないように設置する。

ポットに白いカビが発坐する。

,根の伸長力瘤い『 かん水過多・Ｉ畔腿剰｜管理に注意

葉がドス黒く水浸状に枯れる［ 嗣害・凍害 夜間の保温・直射Ｒ光を当てない

蒋丙が長すぎる： 高Ｎａ障害 ikljl:厚管nliに注意する

葉力読紫色券帯びてくる‘ 肥料不足(特に燐酸〉｜燐酸分の多い液肥等詔釧Eす為

スポァト状に発生する場fi-が多いので
取り除いて銅剤で|坊除する

業に禍色一黒褐色の斑点がつく。 斑点細菌病

且

【単位Ｔｌ71】「
売
り
易
く
、
買
い
易
い
」
を
モ
ッ
ト
ー
に

毎
回
多
数
の
家
畜
が
出
場
し
て
い
ま
す
。

①
場
所
中
標
津
町
南
中

①
定
期
市
場
毎
週
水
曜
日

①
セ
リ
開
始
午
前
十
時

〔

昭
和
六
十
二
年
三
月
分
の

根
室
生
一
産
連
家
畜
市
場
成
績

上場数ｌ成立数売買金額平均 最高

２３５ 

２９２ 

４８９ 

５２１ 

】５０

３３０ 

３０５ 

４６０ 

４３］ 

４６０ 

Ｚｌ４０ 

鎧低

育成
(１２ケ月以下）

千円下Ｆ

2.319１５５ 

ﾛ I･悪

2２１月 7? 

／Ｔ 

乳（12ケ｣Elml-1 ''１１日 3.110２５Ｇ 日n月

切肝牛 |１日９F１ 33`４３９３６Ｃ Z4C 

牛維産牛 1１６１１［ 3９．２３１３５７ |ＲＬｌ 

小計 267２３［ 78.099３４０ 

１８ 

４０ 

９０ 

４５０ 

３１ 

４３０ 

１５６ 

１Ｒ 

KII崖トク 3３２ＩＥＩ 2.79810［ 

肉牡トク 6３ＩＲＨ １０１‘1５１８４ 

熱聾
3５１，円 7.529１２１５ 

-懸門liu脅
（12ケ｣-|以股）

４４ 1．８１０４５３ 

育成牛 '７日 '４Ｆ 30.746２１５ 

末懸崖肥育牛 Ｚ 

ノ
』

1,750４３８ 

ノド｝政 ﾉト 410３７［ 1０４８７８２８３ 

小計 727639 '５９．６５６２５〔

総合；Ｉ 9９４１８６９２３７．７５５１２７４５２］ 

症状 原因 対策

全般に発芽力§悪い。 かん水不足・肥料のjl過剰 水を-1-分与える.通IE施肥
発芽にむだhfJfある。 かん水むら・肥料むら 管理に注鴬

ポットの表面が:41いつ l畔}の過剰 水壷かけ肥料をうすめる

ハウスの緑は良いが、『+]が発芽しない。 師子ｶｾﾞIMGけている。 晴天のｉｉ中はマットをはがす、

発芽はしたが、後の』j邑育力懇〈、葉が
淡黄色となる。

1119科不足 液肥等の追肥を稀な子。

111際から倒れ_て枯れて行く。 ほとんど立枯病 タチガレンの液剤を散布する［

ポットに白いカビが発生する。
in度力高い、ポットにす

き間が多い
水分壁蒸発苔せる。ポットにすき間か
できないように設置する。

,根のｲﾘi長力惑い。 かん水過多・I畔腿剰 管理に注意

葉がドス黒く水浸状に枯れる。 霜害・凍害 夜間の保温幻直射Ｒ光を当てない

葉柄力彊す-ぎる。 高潟障害 温度管､１１に注意する

葉力笏:紫色をjflfぴてくる。 l畔阿勺足(特に燐酸） 燐酸分の多い液肥等を迫MIIＩする

葉に禍色…黒褐色のEXE黛力;つく銅 ﾖﾋﾞif点細爾病 スポッ!･状に発生-する場fi-が多いので
取'〕除いて銅剤で|坊除する

種 ；iT-～一旦-２ _上場数 成.立数 売買金額 Ｔｚ均 最高|鏡低

乳牛

育成
ハワノT･Ｉ:】I>).Ｆ１

(可，力･ＩｊｌＤノ１－、

初ｌi島とi：

絲産牛

ハ高Ｉ

2２ 

財Ｉ

:１５ 

｣１６ 

6７ 

1５ 

２１(） 

230 

2.319 

3’よ10

33,439 

39,231 

781099 

155 

湛匡
■｡ 

259 

36(） 

357 

340 

235 

号Pｌ

292 

489 

521 

203 

240 

且8４

肉咀小．
初生トク

牡卜ク

云饗ト

讐溌臘譽
（１２ケ｣-|以l-L）

育成'１：

経産肥育酢

成ノ1苫

小計

6３ 

i7８ 

４１０ 

727 

2８ 

5５ 

]５ 

2４ 

370 

639 

2｡７９８ 

:０．：`1５ 

7.529 

上BIO

30.746 

11750 

ｌＯ４Ｂ７８ 

X59］６５６ 

｡(〕０

184 

215 

453 

215 

438 

283 

25(） 

]５０ 

330 

305 

460 

ﾖユ

3０ 

4０ 

1８ 

4０ 

9０ 

Ｊ１５０ 

ｑ・
ITC 

430 

156 

総合：！. 994 869 237,755 274 521 1８ 
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昭和62年４月l０ｈ

開
催
月
日
三
月
十
九
日

開
催
場
所
農
協
中
会
議
室

〈
議
案
〉

｜
、
貯
金
利
率
の
改
定
に
つ
い
て
。

｜
｜
、
共
枡
規
程
の
変
更
に
つ
い
て
。

二
、
昭
和
胆
年
度
、
組
〈
川
員
勘
定

供
給
認
定
春
蚕
に
つ
い
て

（
営
農
計
画
の
集
計
に
つ
い
て
）

Ⅲ
、
外
部
出
資
の
取
得
に
つ
い
て
。

（
北
海
道
展
業
蛙
金
協
会
）

第
十
三
回
理
事
会

五
、
組
合
員
資
格
の
審
査
に
つ
い

て
。

六
、
各
資
金
の
申
込
み
に
つ
い
て
．

七
、
麗
地
等
躯
前
贈
与
に
係
る
贈

与
税
猶
予
の
積
務
保
証
に
つ
い

て
。

八
、
乳
成
分
差
益
金
の
返
戻
に
つ

い
て
。

各
号
議
案
は

原
案
ど
お
り
決
ま
り
ま
し
た
。

〈
協
議
事
項
〉

「
地
区
別
懇
談
会
の
経
過
に
つ

い
て
。

二
・
根
素
地
域
酪
農
技
術
セ
ン
タ

ー
に
つ
い
て
。

〈
報
告
事
項
〉

「
昭
和
田
年
度
決
算
日
程
に

つ
い
て
。

二
、
生
産
資
材
事
務
所
の
改
造
に

つ
い
て
。

開
催
月
日
一
一
一
月
二
十
四
日

開
催
場
所
農
協
中
会
議
室

〈
議
案
〉

「
昭
和
“
年
度
、
収
支
決
算
の

見
込
み
と
職
員
の
期
末
手
当
の

支
給
に
つ
い
て
。

二
、
昭
和
臼
年
度
剰
余
金
（
兇

込
額
）
の
処
分
方
法
に
つ
い
て
。

第
十
四
回
理
事
会

『気

三
、
貸
付
金
利
率
の
改
定
に
つ
い

て
。
（
四
月
一
日
改
定
）

｜
股
証
書
七
・
五
％

組
勘
貸
越
七
・
五
％

農
地
購
入
六
・
五
％

農
機
具
延
払
六
・
一
％

川
、
昭
和
腿
年
度
事
業
計
画
の

清
子
と
収
支
計
両
及
び
役
員
報

酬
審
議
会
の
答
巾
に
つ
い
て
。

派
、
正
組
合
員
の
加
入
、
脱
退
及

び
出
資
金
の
譲
渡
等
に
つ
い
て
。

二
月
一
Ｆ
三
日
現
在
、
正
組
ハ
ロ
員

数
、
四
○
八
名
、

各
号
議
案
は
原
案
ど
お
り
決
ま

り
ま
し
た
。

〈
協
議
事
項
〉

「
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
と
和
牛
の
交

雑
種
に
つ
い
て
。

二
、
人
工
授
精
担
当
地
区
及
び
担

当
者
の
変
更
に
つ
い
て
。

一
二
貨
物
自
動
噸
（
家
畜
車
）
及

び
、
ジ
ャ
イ
ロ
テ
ッ
タ
－
の
更

新
に
つ
い
て
。

〈
報
告
事
項
〉

「
昭
和
艇
年
度
、
職
員
の
新
規

採
用
と
退
峨
潟
の
発
令
に
つ
い

て
。
（
別
掲
載
）

二
・
昭
和
皿
年
度
、
農
業
所
得
税

の
申
告
状
況
に
つ
い
て
。

三
、
生
乳
の
出
荷
に
つ
い
て
。

農
協
の
就
業
時
間
が
五
月
一
日

か
ら
十
月
三
十
一
日
ま
で
次
の
よ

う
に
変
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

記

事
務
所

平
日
は
午
前
八
時
三
○
分
か
ら

午
後
五
時
ま
で
。
土
臓
口
は
午
前

八
時
三
○
分
か
ら
正
午
ま
で
。

貯
金
・
組
勘
窓
口
の
営
業
時
間

貯
金
Ｉ
平
日
は
午
前
几
時
か
ら

午
後
三
時
ま
で
。
上
曜
日
は
午
前

九
時
か
ら
正
午
ま
で
．
毎
月
第
二
、

第
三
土
曜
Ｈ
は
休
業
い
た
し
ま
す
。

組
勘
－
平
日
は
午
前
八
時
三
○

分
か
ら
午
後
五
時
ま
で
。
ｋ
曜
日

は
午
前
一
八
時
三
○
分
か
ら
正
午
ま

で
。
毎
月
第
二
・
第
二
ｔ
曜
日
は

休
業
い
た
し
ま
す
。

￣ 

Ｐ、

Ａ
Ｔ
Ｍ
（
現
金
自
動
受
入
・
文

払
機
）
平
ｕ
は
韮
別
八
時
Ⅲ
１
分

か
ら
午
後
六
時
ま
で
。
土
曜
日
は

午
前
九
時
か
ら
午
後
二
時
ま
で
。

ス
ト
ア
－
１
午
前
九
時
三
○
分

開
店
、
午
後
六
時
三
○
分
閉
店
．

ス
タ
ン
ド
ー
午
前
八
時
三
○
分

か
ら
午
後
六
時
二
○
分
ま
で
営
業
。

資
材
店
舗
１
平
日
は
午
前
八
時

三
○
分
か
ら
午
後
五
時
ま
で
。

Ⅲ
月
卜
八
日
川
か
ら
八
月
末
Ⅱ

ま
で
の
土
曜
日
は
平
日
ど
お
り
、

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時

ま
で
営
業
い
た
し
ま
す
。

人
エ
授
精
の
受
付
時
間

平
日
は
午
後
一
時
ま
で
。

土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝
祭
Ｒ
は

午
前
卜
時
ま
で
。

＝ 
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私
は
混
血
児
、
〃
、
別
は
ま
だ
無

い
、
多
分
一
生
々
頓
別
は
付
け
て
も

ら
え
な
い
だ
ろ
う
、
雌
に
は
立
派

な
衡
前
の
付
い
た
ホ
ル
ス
タ
イ
ン

の
遜
録
牛
、
父
は
黒
巳
和
繩
の
エ

リ
ー
ト
牛
の
「
茂
森
」
な
の
に
二
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籍
新
規
採
用
者
四
月
一
日
付

宣
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

鑪
蝿

高田勝義
I粥広畜産大学
鰹｢雅化｢､雁科〕

中村正哉
l帯広留潅大学
家督生瀧掌i;１

の
私
は
白
黒
の
許
と
違
っ
て
真
っ
黒
〃
み
に
く
い

ア
ヒ
ル
の
仔
”
な
の
で
す
Ⅱ
宕
蒼
琴
Ⅱ
三
月
中
旬
、
第

二
僕
落
地
区
の
佐
仙
牧
場
で
和
牛
仇
Ｆ
１
か
誕
生

し
ま
し
た
く
座
れ
落
ち
は
約
三
○
キ
ロ
の
牝
で
写
真

の
辿
り
の
毛
色
で
す
。
畜
主
の
住
杣
さ
ん
は
、
牛
乳

が
計
画
生
産
と
な
っ
た
以
上
、
縫
済
効
率
を
良
く
す

る
為
に
は
、
肉
と
い
う
も
の
に
今
後
着
版
す
る
必
要

が
あ
り
、
将
来
性
の
あ
る
和
牛
の
Ｆ
１
が
良
い
の
で

は
な
い
か
と
い
う
事
で
生
産
し
た
と
い
う
事
で
す
。

■Wテコ

ｊ
 

ｌ
Ｐ
 

Ｐ
Ｄ
Ｉ
 

==？ 

〆甲■ＰＣ 

武田真由美
１札帆ビジネス
アカデミーＷｉ門`γ居駿

佐藤雅之
l別海商佼
人工授桁lillij

田渕久子
－１上艇嘔覚センター

退
職
者
三
月
一
一
一
十
一
日
付

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

中
川
係
（
定
年
退
職
」

重
松
幹
雄
（
〃
）

駒
沢
国
江
（
〃
）

嵯
峨
順
子

大
山
明
美

鎚

,;,iII1ii,'１１;,il1iLiIIilllllllliilli， 
錘￥魁！】

瀧場幾久栄
'中醗ＤＩＩ闘技’

人
事
異
動
（
四
月
一
日
）

営
農
部
組
合
員
相
談
課
組
合
員

扣
談
係
長
富
田
恵
一

営
農
部
開
発
振
興
課
基
盤
整
備

係
長
兼
務
、
開
発
振
興
謀
長

岡
覺
実

営
農
部
開
発
振
興
課
堆
盤
整
備

係
主
粍
板
倉
信
康

営
農
部
開
発
振
興
課
組
織
広
報
係

奥
田
哲

生
産
部
農
産
課
農
産
係

打
橋
照
雄

生
産
部
畜
産
販
売
諜
肉
畜
椚
流
係

桜
作
博
明

生
産
部
家
畜
改
良
課
畜
産
係

長
崎
浩
二

購
買
部
営
農
資
材
課
給
油
所
係

大
内
和
人

がs可

|IⅡ｢ⅡⅡⅡⅡⅡ11ⅡⅡIⅡlⅢlⅡⅡⅡⅡIⅡlⅢⅡⅡⅡⅡⅡⅡⅡ11ⅢⅡⅡIⅡⅡⅡⅡ｜ 

◎所得希ｉｆ内訳 昭
和
六
十
一
年
度
の
農
業

所
得
税
確
定
申
告
か
、
税
対

委
員
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

戴
き
、
終
了
い
た
し
ま
し
た

の
で
報
帯
い
た
し
ま
す
．

昭
和
六
十
一
年
度

農
業
所
得
税
の

確
定
申
告
終
る

年喫 戸数 税額 (内農業分】

１ JlII 

（33.000） 61年煙 ２２Ｆ 3３３８０ 

60年度 1８９ ２７．４２］ （２３．２２６） 

蝋ｉＭｌ |-４０ 5.95［ (＋９．７７１】

年度 jこ；数 税額 (iﾌﾞﾘ農業分〉

6ﾕ年度 229 3３，３８０ 

ｒＩＩ 
■U曰

（３３.()00） 

(jOfl二度 189 2７．４２１ （23.226〉

蝋ｉＭｉ １４０ 5,95(） (＋9.77曇l〉
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、
｣ （北がオフ四すの的

平あり月月．，変にこ気
均る、、別助変の象
女（で時犬子はる期概
脱し々煎報人て1111況
はよ蝶はきし、
やうさｎｉｌいよ犬
や。の期ｌｉＬう抗
似も的込･は
くどにみス（周
、ｌ］菱で洲期

/￣、

３
月
扣
日
札
幌
管
区
気
象
台
発
表

今
年
の
暖
候
期
（
Ｗ
～
九
五
月
は
曇
り
や
雨
の
日
が
や
や
多

凡
〉
は
、
向
温
・
低
温
の
変
い
で
し
ょ
う
。

動
が
人
曽
い
て
し
よ
う
。
夏
根
雪
の
終
日
は
、
平
年
並
で
す

（
六
～
八
Ⅱ
）
の
鈍
柵
は
、
が
、
日
本
海
側
の
雪
の
多
い
所
で

平
均
す
る
と
、
平
年
並
か
や
は
や
や
遅
く
な
る
見
込
み
で
す
。

や
高
く
な
る
几
込
み
で
す
。

夏
は
、
前
半
は
気
温
の
や
や
低

お
お
よ
そ
の
天
候
経
過
は
い
日
が
多
く
、
強
い
低
温
の
時
期

次
の
よ
う
に
予
想
さ
れ
ま
す
“
の
現
わ
れ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
か
、

春
は
気
温
の
変
化
が
人
き
後
半
は
晴
れ
て
暑
い
日
が
多
い
で

い
て
し
よ
う
。
Ⅲ
Ⅱ
は
尺
気
し
よ
う
。

が
周
期
的
に
変
り
ま
す
が
、

初
秋
は
、
晴
れ
て
気
温
の
高
い

海
道
地
方
長
期
予
報

鰡
和
図
年

北
海
道
地
方
の
暖
候

４
月
か
ら
６
月
の
３
ケ
月
予
報

日大六並す筑五降
平が平月で平・温月水

鯲iilli農(t閣鰹徽
温でを協う洲化女（平

鮎XllRo,朧笑鰄
侭聰Ｉｉｊ鴛債Ｍｒ
〈ｉ）がと兇によ

朧i1iゼ＃瀞

FF、 期
予
報

Ｌ王

量
は
平
年
並
で
す
か
太
平
洋

側
で
や
や
多
い
で
し
ょ
う
。

樹
、
根
雪
の
終
日
は
平
年

並
で
す
が
、
日
本
海
側

の
雪
の
多
い
所
で
は
や

ｕ
が
多
い
見
込
み
で
す
。

降
水
量
は
券
か
ら
初
夏
に

か
け
て
や
や
多
く
、
そ
の
後

は
や
や
少
詞
な
い
で
し
ょ
う
ｐ

台
風
の
発
生
数
お
よ
び
日

本
へ
の
影
響
は
平
年
並
の
見

込
み
で
す
。 ３
月
加
日
発

、壷ノ
｣ 

I 
= 

◎
確
定
閂
告
が
間
違
っ
て

い
た
と
き
は

確
定
申
生
墨
曰
を
提
出
し
た
後
で
、

計
算
違
い
な
ど
申
告
内
容
に
間
違

い
が
あ
る
こ
と
に
気
付
い
た
り
、

う
っ
か
り
し
て
確
定
申
坐
塾
易
提

川
を
忘
れ
て
い
る
方
は
、
お
早
目

に
次
の
手
続
き
を
し
て
下
さ
い
。

金
税
額
を
多
く

申
告
し
て
い
た
と
き

税
額
を
多
く
申
告
し
て
い
た
こ

と
に
気
付
い
た
と
き
は
「
更
正
の

請
求
」
を
し
て
、
正
し
い
税
額
に

訂
正
す
る
こ
と
が
で
き
ま
｛
ｌ

こ
の
手
続
き
が
で
き
る
期
間
は
、

申
告
期
限
か
ら
一
年
以
内
で
す
。

今
税
額
を
少
な
く
申
告
し
て
い
た

と
き税
額
を
少
カ
ー
く
申
上
口
し
て
い
た

こ
と
に
気
付
い
た
と
き
は
「
修
正

知っておきたい

『￣

根
室
税
務
署

の矢ﾛ識

鰯鰕鮴螺驚辮鱗釧鯲
て延付額めはっ、.無に署告るに巾甲きの少に箸てを

鰄鳶瞬嗣継磐Ｍ鯛蕊關鯖芒で鰈維｣て
雛翻霧瞥鰹雛辮蔑膿:｛
きりの限・提と期がをけたぐ提ｊＬいき〈がしけい
いま期のこ出に限軽しるざに出ぱたいおかたる税
・瀬脅紙鴻鯉、↓:薊;鯆壜。訓型ｉｉＳ
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〆
三
月
十
日
に
札
幌
管
区
気
象
台

よ
り
本
年
の
暖
候
期
予
報
が
発
表

さ
れ
、
こ
れ
に
伴
い
道
農
務
部
で

は
次
の
通
り
技
術
対
策
が
策
定
さ

れ
ま
し
た
。

〈
牧
草
〉

｜
、
日
本
海
側
な
ど
．
積
雪
の
多

い
地
帯
で
は
融
雪
の
遅
延
か
子
想

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
道
東
地
域

で
は
、
し
蘂
凍
結
が
深
く
融
雪
水

の
滞
水
が
長
引
く
こ
と
か
予
想
き

れ
る
。
こ
の
よ
う
な
地
帯
で
は
、

草
地
の
融
雪
促
進
や
停
滞
水
の
排

水
に
努
め
、
化
壌
の
乾
燥
と
地
温

の
上
昇
を
促
進
す
る
。

二
、
草
地
の
奥
新
率
が
低
く
、
近

年
、
全
道
平
均
で
は
五
％
を
ｒ
回

る
状
況
に
あ
る
。
経
年
草
地
は
、

機
械
や
家
畜
に
よ
る
踏
圧
が
繰
り

返
さ
れ
る
た
め
、
土
壌
が
固
く
な

り
、
牧
草
根
の
分
布
が
表
層
十
炸

肝
く
ら
い
に
集
中
す
る
よ
う
に
な

る
。
こ
の
よ
う
な
草
地
は
、
干
ば

つ
や
湿
害
な
ど
の
気
象
災
害
を
受

け
や
す
い
の
で
、
草
地
更
新
を
積

極
的
に
行
い
、
牧
蒐
⑪
根
圏
域
を

深
く
し
て
、
生
産
力
の
向
上
並
び

に
草
地
土
産
の
安
定
性
向
上
を
図

る
ｕ

■■■坐I■■■■■■■■■■■－口－ｍ￣￣■凸■■■■■￣■■■■■■■■■■￣■■■■■■■旬■■■■■■■ロ、■■■■■■■￣￣中■■－－－－■■－－－－－■－－－－－－■■I■－－－－－■－■■■－－－■■■－－－口■旬凸■■■Ｐ■■■■■■■■凸▲凸■■■■-口●￣■■■■■■■⑪￣■■■■■■■●■■■■■－■■●－■■■■■－－凸一■■■■■－－●■■■■■－－■－口－－－－■一二■－－－－口■■－－－－－－■■－－－口－－■－－－－口－■．．.

ま蕊罎顛溌鰻鑿霊蕊毒議鑿露鐵篝蕊lmi蕊ｉｉ篭塞■■■■句句一■■■■■■■■■■■■■■■■-口■■■￣■￣￣￣■■■■-口￣￣■■■￣■■■■い■■■■■■■■1■■＝■■－口■■5＄一一一一一一一■■■－－－－－－■■－－－－－＝■■■－－－■■■￣■－－－－甲一一一一一一一=

｜
｜
｜
、
適
切
な
施
肥
と
適
期
刈
取
り

．
と
適
正
な
調
製
を
特
に
彌
意
Ｌ

養
分
価
と
ミ
ネ
ラ
ル
バ
｜
フ
ン
ス
か

良
く
採
食
性
の
優
れ
た
粗
飼
料

を
確
保
し
、
飼
料
の
自
給
率
の
向

上
を
図
る
。

四
、
牧
草
の
一
番
蕊
収
穫
時
催
、

不
順
な
天
候
が
予
想
さ
れ
る
の
で
．

気
象
予
報
と
天
候
の
推
移
に
十
分

留
意
し
な
が
ら
作
業
を
進
め
、
適

期
に
収
礫
調
製
す
る
よ
う
努
め
る
。

乾
燥
調
製
で
は
、
天
候
に
よ
っ

て
良
質
な
乾
草
仕
上
げ
が
不
可
能

と
み
ら
れ
る
と
き
は
、
サ
イ
レ
ー

ジ
調
整
へ
の
転
換
、
ア
ン
モ
｜
｜
ア

処
理
な
ど
に
よ
り
品
質
低
卜
の
防

止
に
努
め
る
．
サ
イ
レ
ー
ジ
調
幣

は
調
嬢
の
原
則
を
励
行
し
、
良
質

サ
ィ
レ
ー
ン
の
生
産
確
保
に
努
め

る
。〈
サ
イ
レ
ー
ジ
用
と
う
も
ろ
こ
し
〉

播
種
期
及
び
生
育
初
期
は
不
順

な
天
候
が
予
想
さ
れ
て
い
る
の
で
、

サ
イ
レ
ー
ジ
用
と
う
も
ろ
こ
し
は
、

な
る
べ
く
早
生
の
肪
種
を
選
定
す

る
と
と
も
に
、
て
い
ね
い
な
播
種

床
逃
成
、
適
切
な
施
肥
、
早
期
播

種
と
裁
械
本
数
な
ど
に
留
意
し
、

生
育
の
促
進
を
図
る
。

'再い

卍

－－ノ

尾皿年２月乳成分乳代単価べjえTTi莅 j=H参
順位 脂肪 ％ 無脂固形 ％ 乳代単価

｜咽、

ﾉ<水iiMk夫Ｉ ４．４４ ﾄﾞ河原政市 ８．９４ |そ）隣降剋 ９１oｆ 
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F１ 原栄 ４．２３ 佐々木昭雄 ８．８８ ９０］１ 

４ 几十風輝夫 ４．２３ Ｒ－ＲＦｌ ８９．９月

【
い
し

４．２２ ８．８６ ８９．９］ 

６ ４－１日 ８．８６ 8９．６３ 

７ ４］： ８．８５ 

： 
4．１７鈴木修’８．８２

9 ［１１６ 簡沢保雌 ８月，

Ⅱ ４．１F 沢川俊夫 ８－８？ 

式、三郎 ＲＥ， 

平埴 ３．８(１ ８．５F ８５_ＯＦｉ 

堆低 ３．２７ ７．９］ 7７．０４ 

順位 脂肪 ％ 無脂固形 ％ 乳代単価 円
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家
寄
改
良
同
志
会
武
佐
支

部
で
は
、
礼
幌
近
郊
三
戸
の

酪
農
家
を
視
察
し
た
．
此
の

三
戸
と
も
共
迦
し
て
い
た
こ

と
は
、
全
体
的
に
乳
牛
を
砦

返
え
ら
せ
、
初
産
牛
が
半
分

近
く
又
は
三
分
の
一
を
占
め

て
い
た
。

以
下
気
付
い
た
事
柄
で
、

私
ど
も
が
進
ん
で
い
く
べ
き

先
を
示
し
て
い
る
様
な
気
が

す
る
の
で
、
メ
モ
し
て
見
ま

し
た
。

「
更
に
高
能
力
、
高
体
形

牛
を
数
多
く
と
考
え
、
Ｅ
Ｔ

繁
伽
を
強
力
に
進
め
、
Ｅ
Ｔ

受
胎
牛
販
売
を
考
え
て
い
た
。

「
酪
農
雑
誌
に
販
売
希
望
牛

を
カ
タ
ロ
グ
に
掲
栽
」
し
た

い
と
も
云
っ
て
い
ま
し
た
。

二
、
乳
肉
複
合
経
営
で
は
、

和
牛
と
の
曰
を
毎
年
三
分
の

一
取
り
、
夏
場
曙
二
円
で
人

手
で
き
る
ビ
ー
ル
粕
等
を
加

え
た
コ
ン
ブ
リ
ー
ト
フ
ィ
ー

ド
方
式
で
満
々
肉
仕
上
げ
に

し
（
枝
肉
で
Ⅲ
肚
○
聡
～
五
七
ｃ

曙
…
乳
雄
だ
と
思
う
が
）
、
独
自

の
ル
ー
ト
で
芝
浦
市
場
へ
龍
体
出

荷
し
て
い
る
と
云
う
。
個
人
で
流

通
ル
ー
ト
を
持
つ
こ
と
に
驚
く
が
、

臼
作
り
に
多
排
卵
を
か
け
三
子
」

取
り
を
や
る
と
も
云
っ
て
い
ま
し

た
。

三
、
完
熟
推
肥
作
り
に
精
通
し
、

切
換
時
に
溶
リ
ン
、
過
リ
ン
酸
等

を
混
入
き
せ
て
い
た
。
ま
た
酪
農

だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
小
豆
、
小

#戸､

麦
、
ビ
ー
ト
、
コ
ー
ン
、
ル
ー
サ

ン
と
輪
作
し
、
ル
ー
サ
ン
で
利
用

す
る
の
も
三
年
間
と
い
う
足
の
速

い
輪
作
で
、
作
目
間
の
地
味
利
用

の
相
乗
効
果
を
上
げ
て
い
る
様
で

し
た
。

Ⅲ
、
以
上
で
す
が
、
市
街
地
よ
り

の
岻
出
袖
償
が
多
額
で
あ
っ
た
こ

と
が
、
営
農
雅
盤
を
当
初
よ
り
略

固
に
し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
．

次
に
お
土
産
顛
末
記
を
聞
い
て

下
さ
い
。

私
も
久
し
振
り
に
、
お
化
り
さ

ん
の
立
場
に
身
を
置
き
、
札
幌
の

地
下
街
に
驚
い
た
り
、
高
層
ビ
ル

に
戸
惑
っ
た
り
、
田
舎
者
を
満
喫

し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
川
舎
希
が

怖
路
に
あ
た
っ
て
、
ハ
タ
と
固
っ

た
の
が
、
我
．
忠
子
と
愚
妻
へ
の

お
士
薩
、
当
初
は
土
産
な
ど
と
タ

カ
を
く
っ
て
い
た
の
か
、
イ
ザ
と

な
れ
は
、
な
い
ん
だ
よ
ネ
、
こ
れ

が
。
皆
さ
ん
も
経
験
が
お
あ
り
で

し
ょ
う
。
私
が
家
族
に
土
産
を
買

う
の
は
卜
年
振
り
、
長
い
間
に
、

女
だ
ま
し
の
安
物
で
ハ
ー
ト
を
千

ク
リ
の
華
麗
な
テ
ク
ニ
ッ
ク
が
錆

つ
き
、
あ
せ
る
こ
と
し
き
り
で
し

た
。時
間
切
れ
寸
前
で
決
め
た
の
が

息
子
に
は
カ
ー
レ
レ
ィ
モ
ン
（
雨

館
籍
藤
）
の
ソ
ー
セ
ィ
ジ
、
変
に

は
ピ
ア
ス
と
ワ
イ
ン
．
》
あ
と
は
、

帰
宅
時
に
期
待
に
Ⅲ
ふ
く
ら
ま
す

息
子
に
は
、
「
ド
イ
ツ
の
お
じ
い
き

ん
が
手
造
り
の
、
伝
統
的
な
ソ
ー

セ
ィ
ジ
だ
。
限
定
生
麓
し
て
い
る

貴
重
な
も
め
だ
。
一
人
で
食
べ
て

い
い
が
人
小
股
に
し
な
・
」
と
い
い
、

喪
に
は
、
「
お
前
仁
ビ
ッ
ク
リ
の
ピ

ア
ス
が
几
つ
か
っ
た
り
こ
の
ワ
イ

ン
は
国
産
だ
が
、
他
の
も
の
と
は

訳
が
違
う
。
」
と
魔
法
を
か
け
て
下

渡
す
。
答
え
は
返
え
っ
て
来
た
。

息
子
は
「
究
概
の
味
だ
ネ
〃
」
と

一
週
間
か
け
て
一
本
を
食
べ
た
。

妾
は
「
こ
ん
な
柔
時
し
い
ワ
ィ
ー
ン

初
め
て
〃
」
と
涙
ぐ
む
噂
今
だ
仁

魔
法
は
と
け
ず
、
東
武
の
酒
棚
を

Ⅱ
で
さ
が
す
。
あ
る
は
ず
が
な
い
←

あ
っ
て
は
困
る
の
だ
芭

今
、
ヤ
ボ
用
で
帯
底
へ
向
う
列

１５岳、

卓
の
叩
で
、
二
Ⅱ
酔
い
の
狐

に
ム
チ
打
ち
原
稿
を
沸
い
て

い
る
．
又
、
安
物
で
ハ
ー
ト

を
チ
ク
リ
を
探
さ
ね
ば
Ｉ
Ｌ鋼一一一一鰯
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３月分細菌･細胞検査成績

郷１菌 紺１胴 細菌 細胞
氏迄 氏を

上旬中旬ｌ下旬上h」中iTj下h」 Ｍｉｊｌ「|'旬|下旬上１１」中bJFt」佐
佐
一
塩
江
田
川
燐
志
志
魑

藤
藤
田
一
風
｜
中
本
達
賀
賀
一
氷

忠
一
和
専
繩
｜
離
甸
秀
・
杣

霊 新井範美

片野博佐藤和ｿ」

塩ｍ寡柚
ﾋﾃﾞ， 

月ワ夫
繁
夫
水
三
碕
栄

ﾋﾞﾛ 第二俣落地区

iHi付和之ｌＩＵＣｌＩ|しり ｳマ
6９ヒテリ 墓Ｌ西垣

ワオ保科

ヲ９松岡
,田代

丼口

安江

釧持

斉藤

山ロ

ろろ雌松
沖

些臘正：
４Ｚ国光

述藤

佐伯

ピ乢来桶

川村

一加藤

萩原

｣2Ｑ星野
漣木

９３滝ケ平

内山

八木原

中浦

前原

６０町田
房１１１

－宮脇

弓９富沢
谷村

武ＨＩ

ＬＰラ藤井

巧Ｌ北村

｣ｚ２ｌ杉本
田｣淵

佐藤

松木

販野

機田

竹下

2止一柳田
青水

ろゎ青水
引横田

洋
糖
美
昭

一
男
昭
靖
幸
樹
美
次
春
昭
行
視
箪
身
繁
七
可
広
明
作
郎
雄
峰
照
晴
夫

画
ア
夫
郎
美

に
祖
一
康
男
次
一
雄
志
郎
三
子

幸盛一国
拮

則
孝
広
広

秀
宅
正
直
雅

清
騨
昇
義
栄
明
健
秀
芳
喜
正
保
茂
三
弘

匡
義
救

日
治
喜
ふ
好

スル｜ご’
巧らＣ

志賀詔一

志賀征浩
らりとろ

しり
俣 葱 批

区
莚
｜
｜
の

仔正、

原栄一

大木敏夫
写１分月

ＩＤ 山口広幸

峰松秀樹

林
橋
井
部
藤
藤
橋
村
山
村
原
村

村
本
原
藤
部
脇

田
田
持
藤

見
部
辺
出
沢
田
谷
山
藤
瀬
沢
原
田
木
保

板
岩
服
這
這
高
松
小
本
管
上

上
松
藤
述
阿
上

藤
藤
釧
逆
宮
踊
真
波
小
相
太

秋
斉
広
半
雛
武
後
久

昇
好

雄
一
稔

炸“｜勉
寺

幸
夫
由
茂
春
私

士心
光

迪
春
蔵

愈
秋
信
雄
行

寿
美
夫
志
孑
典

男
蓬
実
学

松
圭羊
正
文
晴

正
弘
重

正
佶
照

利
民

誠
宰
与

利
清
武
直

情
和
良
淳
意
栄

叫孔

韮
叫

３号 弓T１Y7Z 

逃
輌

二
辻
廻
豆
些
一
一
塁
山

`ル 託

弓Cｌ 3６ 
７百

坐
一
一
王
二
峰

分矧

辺

ぢ

存ﾄ薪房
栄作１ｋＪ

明拾部ｌ
健雄ｌ
秀腿｜可７ 襄降篝L；趾

」'二
|ル０

進 Ｂ’ 

少Ｚ ヨ
｜
些
辺
市

H二可

q牙 ＄Cｌ 212 
9, “ 

分？

u－Ｚ 

とLト

鶚

歌 Zｌ７ 与叶ズＣｌ

秋山政鮒

斉藤勉
仏２ ﾘも

腓Ｚ

ｶﾞム 弓３
ﾋﾃﾞＵ 

9とa

ＺＦＺ r72 ル、

※30万以下は空欄。３１万以上は実数。～は無限大ですロ

氏名
細菌

｣L旬 !i卯tiJ l､~旬

iiMIl脳

-ｋh」 中旬 :『旬
氏

Ⅲ菌

ｆｈｊ ｢iｌｈＪ 下旬

細胞

上h」 【i'句 １ft」
佐藤忠男 新井範美
佐藤和ＬＵ 写１ パー野襟

塩１面専拍 ２９ 
_111･嵐鍬夫 ﾋﾞリ 第二侯爵 地
rＪ１中蹴繁 ル０ iJW材和之． j:JＣｌ タイ１
iii本秀夫 ちり ﾋﾞｳﾞﾘ ご’ 西垣祥 瓜ム ピ’
蜜建下Ⅱオ ワル、 ワヌ 保科一精
志賀詔一 ヲ９ 松岡ｌ端美
志賀正浩 EIi代昭 らり らろ
篠永栄 \I豊ｌｎＨｌｌ－

安江孝男 L、
俣 客 劔持K2く昭

原栄一 斉藤靖 弓~.｝ ３３ 
大木敏夫 Ｉ／Ｏ 弓Ｉ 【ｌｊｌ；広幸
'.、林金司 zろ 雌松秀樹
,板僑松乳 Ｕ｣７ iｌ１Ｉ-‐美 ぢし
砦ブろ罫 1，１０ ３３ 仏２ 片一ｌＭＩ宅次 Y7Z ，'し ‘ｦT１ 
服部一好 弾.正原ユ春
Ｌ~-●￣=迫

逗朧＝戸一・ ９６ 胃．！ ＬＺ 国光昭 `/ｂ ;ｽｲら
遠藤E]ｆ幸 連騰直ｆｆ
高橋文夫 ３６ 佐伯雅視 ９９ 3６ 
松村晴！』I

'j、llI茂

(アヴＶ Ｚｕ"、 P９１ ワピ ビ４ 来桶

｜；１１村満身 ~;ラアi；
本村正春 男ワ ､Ⅱ藤繁

菅原私 仏Ｚ 萩原蝋一{ｒ
-1二村弘 旨１ ９６ ６６ hＣ 星野昇司 3５ 
j司村重光 漣木広 Lﾉｾﾃﾞ 分９ Pﾗｳﾞ； 
｣=村ブ』 弓3 滝ケ平義明

松本正通 ししＺ 内；:Ｉ栄作 ILﾃﾞ〃 勿弓
藤原（』雄 八木原明拾部 ｑＯ ム、 (ﾙﾋｦ ９３ 
遠藤照一一 丹し [↓男 【１．浦健雄 ﾁﾙ｣ザ６
阿部穂 ＪＺ 前原秀降 9６ 丹Ｉ ワ可 ｜酢３ ビ』
-ｋケIRD利春 |}し０ Iﾘﾌﾞ０ 町；１１労照

L・ｌｌｌＭｆ民蔵 少Ｚ 房１１：喜精

H］満
､『

弓’ 宮脇」１２夫

IZ；誠一 ｑ牙 ＄９ 升Cｌ 富沢保男 ｶﾞム
持幸男 uﾉ２ 谷村茂夫 9， LＬ 
藤与･畏二 武111翼即

壇：実 (５４ Ll/2; 藤井弘美 ３３ 
見素 巧ら 北村．‐．（-宅 u－Ｚ 
部愈 |:<LI ,'１０ ﾙﾌﾂ 杉本匡視 uニビ
辺利秋 蘭」;門義一. 牙；
出講ｌ愚息 佐藤‘ｌｉｌｉ康

相沢武雄 升ム 松木幸男

太！~］直行

小谷盤---

ｸﾞﾑﾉう 販野盛次

横：【：国雄

lZD 上料. ｽﾞ９ 

秋１１：政鰍 竹下『］吉 レリリ １１ｲジピヲ
斉藤勉 ｜浄ら ｉ９Ｉｌ｡治郎 腓Ｚ
広瀬清寿 青木喜寛 ｶﾞム ;ヲ
半沢和美 弓ZＰ ｜分上 育水ふ冬子
原良夫 牛８１ピＩ 横田好．．

武罵；涼，１２

後木意』 Ｑ２ b０ ﾋﾟﾉﾉＺ， 

ス係栄典
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胞検査成績
※30万以下は空欄｡31万以上は実数｡～は無限上です‘

細胞細雨細ｉｉｉ 柵Ｈ利

氏潴氏［
上旬｜ＬＰ句ｌ下旬｜上旬’’1｣句下ｈ卜ｂｌｌ中旬｜下旬l上旬中旬｜下旬

書伜上
加施正穀

叶呰佐々木政行
=友盛行

ビワｎＭＬｈｐ作
．福島信一

一古田起雄
ｑｏ本ｌＩｌｉｉＨ

４１本要

半沢利平

岡兄一男一

国兄笑

斉藤哲雄
斉譲栄七

伊藤秀十

千菜楕正一

村井直行

山崎隆

後藤川信夫

青須清志１１０

今井靖清

山田昭男

房川和洋

丼上芳行
轆非剛

二
間
福
古
一
本
中
一
真
多
小
一
伏
一
中

,？』 ぐ戸'７

叶与

ＬＣ 

｣1２ ZALZ 

村

敏
―
俊
一
下

夫
勇
一
夫
一
一
哲
一
弘
一

孝
一
雄
一
保
一
儀
一
高
志
隆
美
彦
弘
一
和
一
一
一
陸
―
寿
夫
一
拾
一
協
貴
｜
信
一
夫
一
雄
爾
一
広
一
一
稔
一
志
一
夫
雄
一
武
一
一
一
夫
悟
一
正
一
倍
一
章
享
一
治

量1F震
錦

川
｜
凹
互
見
川

綜電 ム、

酢§
武佐地区

上
井
堀
木
陽

越
東
山
下
川
本
本
本
田
木
口
田
孑
野
林
藤
江
ロ
弁
山
西
西
島
原
輪
山
木
ｒ
江

々
披

一犀
井
轆
赤
鈴
開

乾
乾
伊
大
山
北
氷
水
Ⅲ
榎
佐
野
大
岡
金
高
中
工
赤
沢
桜
百
大
大
福
下
目
｜
西
佐
日
赤

ﾛ3Ａ巧巧

羽
羽
司
原
藤
橋
井

寵釦
藤
玉

上
川
尻
条
村
岡
橘
塚
原

藤
藤
原
山
馬
塚
原
井
上
上
沼
杵
本
野
鳥
藤

谷
井
井

丹
丹

上
工
舟
酒

工
児
坂
Ｒ
井
川
長
花
中
奥

幸
具
商

藤
林
佐

猜
湯
門

石
西
上
土

熊
山
真

一守
佐

Ll2： 
名弓

賢
一
哲
徳
一
正
満
一
滴
雅
重
光
一
鹿
一
緒
一
武
一
山
一
秀
一
畠
｜
秀
一
勝
文
一
敏
一
｜
賢
一
一
派
文
竜
信
一
暗
一
一
雪
光
篭

仏Ｚ

男
夫
場

優
暗
洋

雄
一
桔
二

講
雄
雄
朗
功
郎
有
雄
竣
弘
情
夫
雄
健
郎

懸
市
夫
宏
夫
芳
彦

噂石
敏
牧

雅
信
富
孝
栄
正

英
昭
史

大
安
国
忠

俊
義

英
昭
政

邦
一

ﾉワノラ

鐺
掴 鋤 函俵 堕

一
一
一
一
ユ
両
蒐
扉

u右ツリ

巧し

3ム
弓弓

L＆： 

z９ 

洲妙５

ｂＤｌｌﾗリノZ上し,ｌマ，

型ｌ

ｑＤ 

肇
引

垂
元

ｌ復７、

雪~霊
あり、叫与

3弓 しり

語付言'一可；
Ａ弓１９埒ｌ弓ワ

蓋 謡'二し３ 后

ZID 

14-;ｌｉｉ ｆＷＣ 

LＡ と巴：
￣ 

`７１升羽ｌとFT7

細菌検査の結果表示について、従来まではランクで表示していましたが、実数で示す事になりましたロ
細菌数200万以上400万迄は5円、400方以_上は50ｍのペナルティが課せられます。

氏ｆｈ

細［刺

.L:bｊ 中旬 下セ

帯lｌＩ胞

上旬 【P句 下'hｊ
氏名

細菌

上旬 トド句 W､~旬

細胞

-kｲリ I|:句 .lTb」

ﾄ}1本要 加ｊ塊正瀞 多９ BＵ 

半沢利平 叶呰 佐々木政行 釣

圖見一男
旨プヲＩＺｌギイ〒

国見尖 3６ くり ﾋﾞワ n1liE8p作

斉藤哲雄 福島信一一 Ll-弓

斉譲栄一Lｊ 古【ii：起雄 1つ、

|;：藤秀十 ZALz ９０ １反１１１肋

千菜精。｢； '1．村敏夫

村井直狩 真野勇 とＩ

11；崎隙 多ｕｌ俊犬 葱ｑ 些旦
後藤1】Ｉ信夫

■Uユヨ｡■

'｣、花Ｔ，2-と一一 Z勿

斉須清志 1１０ A、 伏見背

今井靖消 '1］，:!弘

山Ｈ：昭男 酢§

房ｊＩ；和瀞 武 住 粗

非一・三芳行 ﾛﾉＺ 丹羽孝 ｮら 牙巧

井剛 丹矧 丹羽賢一｡

赤堀岩男 中司哲雄

鈴木敏夫 パー原徳保

開陽牧場 二藤正儀 【つと

舟・橘清高 りこ

俵 世Ｅ 酒井 kl7 

借越優 ﾂｹﾞ Z/'fjr Ll/lヲ 雅隆 ﾋｨ[ノ 2L易

乾雅晴 重美 争う

乾洋
1日 光彦

伊〕!〔信. 角Ｌ 坂 弘

犬１１】富雄 3ち 円 慶和

I1l，丙琴，二 ＵＪ２－ ビ１ 弁 緒一一 弓弓

北川栄 Ⅱ！ 陸 P５ 升９

水本正二二 ろ９ ｌ[ﾉブ 長谷 秀

水木みぎり 月と 花尻武夫 ZﾑｲｹﾞCｊ ▽９ わり lｦLi’ 

,:１本 鮎 中条山治

榎田英雄 gＵ 奥村協

佐々木Ⅱ召雄 萱岡秀黄

野口史朗 ﾌﾟﾘ/;う 商橘畠｛ Lﾚピ

太田功 叫肖 ｑｌ ＬＰ塚秀 ＬＤＣ ﾋｦｬﾌ［ 弓牙 ご’

岡次郎 藤原勝一 ひＺ

金一子安有 牙３ しり 1秒, 林文雄

高野国雄 佐藤敏昭 孑孑

中林忠準 佐藤・・広 ９β 船 ﾜｮﾉﾌ 

F､二藤隆弘 清原賢.

赤波江済 湯；＆：稔 Ａ弓 ９ぢ 角･ワ

沢口俊夫 Zら 門馬．』;二志

桜井義雄 し弓 巧９ ぢ１ 卜|ゴ塚文夫 ラキF］ 引

西；１１健 石原竜雄 ｳﾞｹ59 

大西一郎 西井武

大西英明 上井上信・‐

福島昭憲 土井l弔暗夫

下)「原政市 ':、沼‘！ Ｚｉｐ 

ｪ弓一鰭貞夫 熊谷正 自邨 ３３ 

西１１１宏 し.－９透瓦豊景イ員 Z１Ｄ 升ル

佐々木邦夫 ｈら L｣ａ 真野光章

日一:､￣‐・芳 寺島掌

赤波江一一彦 笏 ヒデT７ 刊円 佐藤憲治
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Ｓ月分細菌・糸田

ｈ 
細麗 細胴 細蔵 細胞氏「 氏点

旬]~両了句 ｢|T句ｌ下旬上旬 LＰ 
上旬中旬下旬｜上旬リ｣句下抗

当幌地区

藤
谷
繩
井
部
辺
隅
瀬
諜
藤
藤
築
橋
倉
林
部
藻
上
妻
井
橘
本
水
平掛

林
高
迎
永
麻
花
花
古
藤
松
佐
佐
佐
望
式
高
熊
佐
吾
桜
九
鈴

即
臓

多
に
桁

高
筒
簡
室
安
山

陛
雄
勝
蝉

立光
勝
延
進
俊
祥

鵠-農'一廷
聖Llloll`０１発|ウ皇'－９坐幸ｈｌＤｌ‐，ううｌ牙分

型
亟
製
猩
些
弗

雄
一
一
忠
一
和
一
秀
一
一
照
一
董
他
一
一
久
一
道
一
末
一
一
永
一
政
一
幸
一
一
敏
一
彦
一
茂
一
正
一
一
一
一
一
昭

私

幹
夫

行
火

秋
稔

義
良

情
夫
勝
守
成

民
久

郎
夫

雄
義
司

義

俊
祥
丈

満
常

一団
祐

一一口
寄玄

巻雲
弘

欣
恭
晴
傾
慶

純
昭
幸
繁
信
章

鵬

也ｌｌｌＯ 9弓

謝竺１
ZX7C 

錘

翠
一
稔
男
一
笑
一
行
二
噌
一
夫
一
精
一
嘉
美
一
拡
一
雄
一
束
一
博
一
男
一
勇
夫
一
吉
雄
一
六
一
男
一
一
男

らち に=可翅
｜
｜
｜
ヱ
ニ
興
乙
一
坐
一
一
一
一
婆
一
五
坐
一
弘

あり

瞳
一
一
些
一
一
望
一
一
一
坐
一
一
了
蒋

些巴：
ら弓

らち

墜
筵
生
一
語

詞蒄Ｈ計nZ辺

ﾘユ 6匂

蘂
二
一
一
坐
一
一
一
一
一

製
一
雷

ｕ者 号し、 _LＥ 例 `2℃ 匙
一
一
万

廻
一
ア中 標 敵 図 比
望
一
区

'蕊 陽 批

男
夫
宍

巳
趣
紀
寿

AgQ、
ＩＭＬ 

リム２

勝義
一

卜モ

ＬＺ 

型

》｜修一認

凹
一
和

Zｎ 
止
館ﾋリ

ＬＬ自 幸 夫

／ 
‐￣へ

質のよいミルクを 1ｓつのルール］

邑手と乳房を清潔にすること

つくるために 霞搾乳装冠を正しく選び正しく使うこと

●ミルクの適切な冷却と貯蔵

これだけは

守りましょう。
⑭搾孚Lが終るたびに洗浄

●ライナーとミルクチコーブの定期交換

ノ●ミルキングシステムの定期点検
、

氏ｆｉ
細菌

~1二句，:iT句１１T旬

細胞
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氏塙

細菌

_上旬 ｢i】句一i､､旬

細胞

.j1句 H1:句 下旬
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Zら

占沢

花）;’稔
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竹』;ｉｊ満式
井照男 らち

高砺常リ と、 岡部実 らり ４２ ﾋﾞワ
筒井篇男

１度辺善行 ｂ弓
筒井良秋 松隅健二 らち ,２４ﾘヲ
室ﾌﾞｷﾞ祐写Ｚ 角Ｚ 古瀬密 牙巧
安’Ⅱ穂 藤本久夫 LLＺ わじ b３ 
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舟ｕｌ正義 7弓 <JjZ 佐藤末美 6９ 弓弓 弓９
菊地良 佐藤拡
運ＦＬｌ雲一二 ２４/Ｃ u品 佐藤永雄
長正路糟 佐藤束
大野篭夫 円築政博
成務 ﾋﾞﾃﾞ[Ｌ ﾘｰぢ 望月幸男 名レワ Ｚ⑦、 L1人月
福付寺 式［團舅 ﾉﾜﾉ勺
遠藤弘成 『１つ 3分 昨Ｚ 高橋敏夫

熊倉彦
中ね 津 地但 小林茂雄 弓ﾙフ

綏坂欣一一 Ｚ弓 Ｌｲ`２ 阿部Ⅱミ六 しし 7月 しん
綏坂恭民 L〃Ｚ 佐露一孔男 ｌＬＺ ﾋﾟﾉﾀ） 

1i：晴久

滝場棋一筥 Zム 開曙ｔＨ。 区
久保塵幸郎 二i2ﾌﾞ1二ＬＬ昭里
久我良夫 Iii圧輝男 －１－－ 
正城純一 吾妻紀L2夫 lＬｌＺ 
荒昭一 桜ラキ寿夫
桜井幸一 ルＺ 高祇勝義
佐々木繁雄 中本トモ
佐藤信義 角角 九IEl良
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こ
の
絵
の
中
に
は
い
く
つ
間

違
い
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
．
間
違

い
を
見
つ
け
て
、
そ
の
数
を
ハ
ガ

キ
に
書
い
て
送
っ
て
下
さ
い
。

〔
応
募
規
定
〕

①
官
製
ハ
ガ
キ
に
答
え
を
書
い
て

送
っ
て
下
さ
い
。

②
あ
な
た
の
氏
籍
・
住
所
・
年
令

を
書
い
て
下
さ
い
。

③
対
象
者
Ｉ
小
・
中
学
生

④
宛
先
Ｉ
中
標
津
町
東
七
条
南
二

丁
目
中
標
津
町
農
協
組
織
広

報
係

D､､。

扉
Ｉ 

［＝。

‐ 

ＥＴ 

丘ｉ

ｉｉ 

［＝。

‐ 

ＥＴ 

丘ｉ

ｉｉ 

一
呂
辮
⑨

Ｉ Ｉ 

⑤
締
切
日
１
四
月
一
一
十
日
ま
で

※
正
解
者
に
は
当
り
賞
、
応
募
さ

れ
、
残
念
だ
っ
た
方
に
は
参
加

賞
を
差
し
上
げ
ま
す
。
な
お
、

賞
品
は
農
協
へ
受
け
取
り
に
米

て
下
さ
い
。

※
発
表
は
、
六
月
号
紙
面
で
い
た

し
ま
す
。

〔
二
月
号
の
当
選
者
〕

二
月
号
の
正
解
は
「
四
つ
」

（
下
の
図
の
○
印
）
で
し
た
。
応

募
者
数
八
名
で
正
解
者
は
七
名
で

し
た
。

Ｅ
小
包

０
－
劃
一

Ｕ
斤

FＴ 
Ⅱ● Ⅱ● Ⅱ● Ⅱ● 

ｒ、 ● ● ● 

印印印

。
－
㎡

〈２月号の間違い個所＞

俵開俣当正

艤陽祷〃〃,,蝿磐
は

羅騨M鰕
司司香･也香忍美お
くくちくちちちｌ）
んんやんやややで
んんんんす蟻

２日馬鈴しょ耕作者全体会議

３日農協婦人部講演会

4-13日地区別懇談公

明馬鈴しょ栽培講習会

農協酷対役員会

７日役員黎髄１１１審議会

９－１２口内部籍森

16日全道農協組fi長会議

18ｐ第５回営農委員会

19ｐ第13回理事会

20日第６回生雌委員会

23日粥４回管理雌売委員会

24日第14回理事会

30-31日決弊剛腋臨認Ｅ

IF二面 可さ騨艀編評になり、五才になる元気
な
男
の
子
を
頭
に
女
・
女
・
男
の
子
と
四
人
の
子
宝

若
妻
会
の
集
ま
り
胆
参
加
で
き
る
様
に
な
り
、
世
謄

を
見
る
目
が
開
け
て
来
ま
し
た
』
と
話
し
、
地
域
に

に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
こ

「
独
身
時
代
は
編
物
・
お
や
つ
作
り
等
と
趣
一
癖
を
楽

し
む
時
間
が
有
り
ま
し
た
が
、
今
は
牛
飼
い
と
子
音

根
差
し
て
元
気
に
頑
張
論
着
奥
さ
ん
で
す

て
に
無
我
無
中
の
毎
日
で
す
」
「
そ
れ
で
も
最
近
は

今
月
号
の
表
紙
写
真
は
式
佐
地
区
の
五
十
嵐
和
字
〒


